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■
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告

倉
敷
税
務
署
（
緯
０
８
６
・
４
２
２
・
１
２
０
１
）

問

申
告
は

お
早
め
に
！

特
集

平
成
２７
年（
１
月
１
日
〜

２７

１２
月

２７

１２

３１
日
）の
収
入
を
対
象
と
し
た
、所
得
税
及
び
復
興
特

別
所
得
税
の
確
定
申
告
と
町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

受
付
期
間
は
、２
月
１６
日（
火
）か
ら
３
月

１６

１５
日（
火
）で
す（
土
曜
日
・
日
曜
日
を
除
く
）。

期
限
間
近
に
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な

ど
が
あ
る
人
で
、１
年
間
の

所
得
金
額
の
合
計
額
が
所
得

控
除
合
計
額
を
超
え
る
人

②
土
地
、建
物
な
ど
を
譲
渡
し

た
人

③
給
与
の
収
入
金
額
が

２,
０
０
０
万
円
を
超
え
る
人

④
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外

の
各
種
の
所
得
金
額
の
合
計

額
が
２０
万
円
を
超
え
る
人

⑤
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら

も
ら
っ
て
い
る
人
な
ど

な
お
、生
命
保
険
や
損
害
保

険
の
満
期
保
険
金
、解
約
保
険

金
も
一
時
所
得
と
し
て
申
告
の

必
要
が
あ
り
ま
す
。一
時
所
得

と
し
て
課
税
対
象
と
な
る
金
額

は
、受
け
取
っ
た
保
険
金
か
ら

掛
け
金
を
引
き
、さ
ら
に
５０
万

円
を
引
い
た
金
額
を
２
分
の
１

に
し
た
金
額
で
す
。

申
告
や
納
税
が
遅
れ
ま
す
と
、

延
滞
税
や
無
申
告
加
算
税
が
課

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

期
限
内
に
申
告
・
納
税
を
お

願
い
し
ま
す
。

確
定
申
告
を
す
る
義
務
の
な

い
人
で
も
、給
与
等
か
ら
源
泉

徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額
が
あ
る

人
は
、①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
住
宅

ロ
ー
ン
な
ど
で
取
得
し
た
場
合
、

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

場
合
、③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ

た
場
合
、④
年
の
中
途
で
退
職

し
、再
就
職
し
て
い
な
い
場
合

な
ど
は
、確
定
申
告
を
す
る
と

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
が
還
付
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額

の
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下

で
、か
つ
、公
的
年
金
な
ど
に
係

る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が

●
申
告
に
必
要
な
も
の

①
税
務
署
か
ら
申
告
書
用
紙
が
送
付
さ
れ
た
人
は
そ
の「
申
告
書
」

②
印
鑑（
認
印
）

③
収
支
内
訳
書（
事
業
所
得
、不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
人
は
必
ず

お
持
ち
く
だ
さ
い
）な
ど

④
収
入
や
必
要
経
費
の
計
算
が
で
き
る
資
料

⑤
社
会
保
険
料
の
資
料（
国
民
健
康
保
険
の
支
払
金
額
が
わ
か
る

も
の
や
国
民
年
金
の
納
付
証
明
書
な
ど
）

⑥
生
命
保
険
料
、個
人
年
金
保
険
料
、介
護
医
療
保
険
料
、地
震
保

険
料
の
支
払
額
の
証
明
書
な
ど

⑦
給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票

⑧
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
と

保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の
分
か
る
書
類

⑨
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
人
は
、一
般
的
に
は
、家
屋

の
登
記
事
項
証
明
書
、住
民
票
の
写
し
、売
買
契
約
書
の
写
し
又

は
請
負
契
約
書
の
写
し
、住
宅
取
得
資
金
等
に
係
る
借
入
金
の

年
末
残
高
証
明
書
な
ど
の
書
類

⑩
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
、通
帳
等

振
込
先
の
わ
か
る
も
の

⑪
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
、障
害
者
手
帳
、医
療
手
帳
ま
た
は

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
証

※
寝
た
き
り
や
認
知
症
、精
神
や
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
人
は
、身

体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
く
て
も
準
ず
る
も

の
と
し
て「
障
害
者
控
除
」の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。こ
の
適
用
を
受
け
る
に
は
町
役
場
健
康
福
祉

課
介
護
保
険
係（
緯
0
8
6
・
4
8
2
・
2
4
8
3
）へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
書
類
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し

い
こ
と
は
、倉
敷
税
務
署
（
緯
０
８
６
・
４
２
２
・
１
２
０
１
）

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
確
定
申
告
を
す
る
と
所

得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
が
還
付
さ
れ
る
場

合
も
！

●
年
金
所
得
者
の

確
定
申
告
不
要
制
度

●
確
定
申
告
が
必
要
な
人

の

税
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２０
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、

確
定
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、こ
の
場
合
で
あ
っ
て

も
、所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
に

は
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、所
得
税
及
び
復
興
特

別
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要

な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、住
民

税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。詳
し
く
は
、町
役
場
税

務
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

申告書の作成は 国税庁ホームページの
「確定申告書等作成コーナー」で！！

○
イ
オ
ン
モ
ー
ル
倉
敷（
倉
敷
市
水
江
１
）２
階

イ
オ
ン
ホ
ー
ル

開
設
日

２
月
１６
日（
火
）〜
３
月

１６

１５
日（
火
）

受
付
時
間

９
：
００
〜
００

１６
：

００

１６

００（
土
・
日
曜
を
除
く
）

※
営
業
、住
宅
借
入
金
特
別
控
除
、消
費
税
の
申
告
相
談
は
、イ
オ
ン
モ
ー
ル

倉
敷
で
行
い
ま
す
。

○
町
役
場
税
務
課

開
設
日

２
月
１６
日（
火
）〜
３
月

１６

１５
日（
火
）

受
付
時
間

９
：
００
〜
００

１７
：

００

１７

００（
土
・
日
曜
を
除
く
）

国
民
健
康
保
険
税
は
被
保
険

者
の
所
得
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、所
得
税
や
町
県
民

税
の
申
告
な
ど
で
所
得
把
握
を

行
い
ま
す
が
、所
得
税
や
町
県

民
税
が
か
か
ら
な
く
と
も
町
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ

る
人
は
、所
得
を
確
定
す
る（
あ

る
い
は
所
得
の
な
い
）申
告
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
れ

に
よ
っ
て
、所
得
が
基
準
額
以

下
の
場
合
は
保
険
税
が
減
額
に

な
り
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告

町
役
場
税
務
課
（
緯
0
8
6
・
4
8
2
・
2
4
8
4
）

問 ■
町
県
民
税
の
申
告

町
役
場
税
務
課
（
緯
0
8
6
・
4
8
2
・
2
4
8
4
）

問

平
成
２８
年
１
月
１
日
時
点
で

早
島
町
内
に
住
所
が
あ
る
人
で
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
で
す
。

た
だ
し
、所
得
税
の
確
定
申
告

を
し
た
人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

①
給
与
所
得
者
で
給
与
所
得
お

よ
び
退
職
所
得
以
外
の
所
得

が
２０
万
円
以
下
の
人（
所
得

税
の
確
定
申
告
は
不
要
で
す

が
、町
県
民
税
の
申
告
で
は

所
得
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず

申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
）。

②
給
与
所
得
者
で
、会
社
等
か

ら
町
役
場
に
給
与
支
払
報
告

書
が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
人
。

（
提
出
の
有
無
は
勤
務
先
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

③
年
金
や
恩
給
の
受
給
者
で
、

社
会
保
険
料
控
除（
国
保
税
、

介
護
保
険
料
な
ど
）生
命
保

険
料
控
除
な
ど
の
各
種
控
除

を
受
け
よ
う
と
す
る
人（
所

得
税
の
か
か
ら
な
い
人
）。

④
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な

ど
の
あ
る
人
で
、１
年
間
の

所
得
金
額
の
合
計
額
が
所
得

税
の
所
得
控
除
合
計
額
よ
り

少
な
い
人（
所
得
税
の
か
か

ら
な
い
人
）。

⑤
譲
渡
所
得
が
あ
る
人
で
、特

別
控
除
や
課
税
の
特
例
を
受

け
る
こ
と
に
よ
り
所
得
税
の

確
定
申
告
の
必
要
の
な
い
人
。

申
告
が
必
要
な
人

申
告
が
必
要
な
人

申告書の作成は

「確定申告書等作成コーナー」で作成したデータは、e-Tax
（電子申告）を利用して提出（送信）することができ、e-Tax（電
子申告）を利用して申告すると医療費の領収書や源泉徴収票
等は、その記載内容を入力して送信することに
より、提出又は提示を省略する（確定申告期限か
ら5年間、書類の提出又は提示を求められる
ことがあります）ことができます。
また還付がスピーディー、e-Taxで申告さ
れた還付申告は、3週間程度で処理しています。

申告会場の
開設日時
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副
町
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

今
後
の
ま
ち
の
更
な
る
発

展
を
願
い
、町
民
の
皆
さ
ん

の
声
を
聞
き
、安
心
、安
全
で

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
、皆
さ

ん
が
住
み
続
け
た
い
と
思
う

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、職

員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み

ま
す
の
で
、ご
支
援
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

早
島
で
の
ん
び
り
と
育
ち
、

こ
の
町
に
愛
着
と
誇
り
を
感

じ
て
い
ま
す
。現
在
は
、経
済

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
化

が
進
み
、ス
ピ
ー
ド
感
あ
る

的
確
な
判
断
と
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、次
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
も

確
か
な
も
の
を
伝
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
び
町
議
会
の
ご
同

意
を
い
た
だ
き
、１
月
１
日

付
け
で
副
町
長
に
就
任
し
ま

し
た
高
橋

潔
で
す
。こ
れ

ま
で
の
行
政
経
験
を
生
か
し
、

中
川
真
寿
男
町
長
の
補
佐

役
と
し
て
、誰
も
が
豊
か
さ

と
幸
福
感
を
実
感
で
き
る
早

島
を
創
造
す
る
た
め
一
所
懸

命
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

歴
史
と
自
然
に
恵
ま
れ
た

教
育
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

ＳＮＳの広告を使った詐欺に注意
消費

ワンポイント
アドバイス

ＳＮＳサイトの自分のページに年齢や性別、興味のある分野などの個人情報に基づいた広告（ターゲ
ティング広告）が表示されることが増えています。広告は、短期間だけ掲載されるものが多く、トラブル発

生後に詳細を確認しようとしても広告そのものが見られなくなっていることがあります。
また、海外の詐欺的事業者とのトラブルに巻き込まれる恐れがあります。

☆広告の情報だけで安易に契約をしないようにしましょう。
☆海外の事業者とのトラブルは解決が難しいので特に注意しましょう。
困ったときは、ひとりで悩まず相談窓口にご相談ください。

町役場まちづくり企画課（緯086・482・0612） 県消費生活センター（緯086・226・0999）問

高た
か

橋

潔
副
町
長

は
し

き
よ
し

徳
山
順
子
教
育
長

と
く

や
ま

じ
ゅ
ん

こ

学
校
園
の
力
強
い
応
援
団
に

な
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

私
た
ち
は
、「
世
界
を
学
び
の

キ
ャ
ン
パ
ス
」と
し
て
地
域

と
の
か
か
わ
り
・
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
た
、愛
さ
れ
信

頼
さ
れ
る「
チ
ー
ム
学
校
」を

全
職
員
で
め
ざ
し
ま
す
。挑

戦
と
飛
躍
を
胸
に
、ご
支
援

と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

尽
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

大
き
な
夢
の
力
と
あ
き
ら
め

な
い
心
が
私
の
誇
り
で
す
。

早
島
は
夢
の
宝
島
。地
域

愛
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
こ
の
町

で
、夢
や
志
、思
い
や
り
を
も

っ
た
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
支
援
す
る
教
育
課

程
・
環
境
を
創
造
し
て
ま
い

り
ま
す
。皆
さ
ん
に
は
早
島

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
一
員
と
し
て
、

こ
の
た
び
１２
月
１２

２６
日
付
け

で
教
育
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
徳
山
順
子
で
す
。こ
れ

ま
で
の
教
職
生
活
で
の
充
実

し
た
日
々
と
す
べ
て
の
出
会

い
を
宝
物
と
し
て
、屋
敷
欣

一
前
教
育
長
の
思
い
や
考
え

を
し
っ
か
り
引
き
継
ぎ
な
が

ら
、「
協
働
・
協
学
・
協
育
」の

町
づ
く
り
を
め
ざ
し
、「
教
育

の
ま
ち
・
早
島
」の
具
現
化
に
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□12月入札分

人
権
相
談

お
困
り
ご
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

差
別
・
体
罰
・
虐
待
・
い
じ
め
・
D
V
・

セ
ク
ハ
ラ
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
・
誹

謗
・
中
傷
・
家
族
関
係
・
近
隣
関
係
・
不
法

行
為
な
ど

日

時
２
月
１０
日（
水
）９
：

１０

００
〜

１０

００

１２
：

１０

００

１２

００

場

所
町
民
総
合
会
館（
ゆ
る
び
の
舎
）

２
階
集
会
室

担
当
者

早
島
町
人
権
擁
護
委
員

尾
崎

照
美
、日
笠

清

「
人
権
の
花
」運
動
と「
人
権
ス
ポ
ー
ツ

ふ
れ
あ
い
教
室
」写
真
展

開
催
日

２
月
９
日（
火
）〜
２１
日（
日
）

場

所
町
民
総
合
会
館（
ゆ
る
び
の
舎
）

１
階
ロ
ビ
ー

早
島
小
学
校
の
児
童
が
花
を
育

て
種
を
採
取
す
る
ま
で
の
写
真
と

岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
の
選
手
に
よ
る

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
の
写
真
を
展

示
し
ま
す
。

町
民
課

（
緯
0
8
6
・
4
8
2
・
2
4
8
2
）

問

【建設農林課】
■町道255号線道路改良工事
工事場所 早島地内
請負業者 (株）ふうりん
契約金額 3,639,600円
工 期
契約日から3月31日
概 要
道路土工、排水構造物工など

■花町地内橋梁改修工事
工事場所 早島地内
請負業者 日笠土木(株）
契約金額 4,266,000円
工 期
契約日から2月29日
概 要
道路土工、地盤改良工など

■国鉾公園広場修繕工事
工事場所 早島地内
請負業者 (株）横本組
契約金額 4,428,000円
工 期
契約日から3月31日
概 要
園路広場設備工、植栽工など

■町内一円交通安全施設整備工事
工事場所 町内一円
請負業者 アサヒ道路施設(株）
契約金額 4,546,800円
工 期
契約日から3月31日
概 要 舗装工、防護柵工など

■町内一円側溝修繕工事（その８）
工事場所 早島地内
請負業者 東洋建設工業（株）
契約金額 2,754,000円
工 期
契約日から3月31日
概 要
道路土工、排水構造物工など

■南グランド水路改修工事
工事場所 前潟地内
請負業者 （株）ノザキ工業
契約金額 7,830,000円
工 期
契約日から3月31日
概 要 土工、構造物工など

■山川池親水公園木柵修繕工事
工事場所 早島地内
請負業者 日笠土木（株）
契約金額 2,916,000円
工 期
契約日から3月31日
概 要
管理施設整備工、構造物撤去工

【上下水道課】
■流通団地中継ポンプ場非常用
自家発電機更新工事
工事場所 矢尾地内
請負業者 （株）日圧機販
契約金額 12,582,000円
工 期
契約日から3月31日
概 要 電気設備工事

【町民総合会館】
■早島町町民総合会館非常電源
設備等設置工事
工事場所 前潟地内
請負業者 カジノン(株）
契約金額 34,626,960円
工 期
契約日から3月31日
概 要 電気設備工事

総務課
（緯086・482・0611）

問
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一
般
職
非
常
勤
職
員
を

募
集
し
ま
す

早
島
町
で
は
、事
務
職
、専
門
職
な
ど
の

一
般
職
非
常
勤
職
員
を
登
録
制
度
に
よ
り

募
集
し
ま
す
。こ
の
制
度
は
、働
き
た
い
期
間

や
職
種
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
い
た

だ
き
、登
録
を
行
っ
た
人
の
中
か
ら
条
件
に

合
う
人
を
選
考
し
、採
用
す
る
も
の
で
す
。

受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
意
欲

あ
る
人
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

年
間
を
通
じ
て
随
時
受
け
付
け
て
お
り
、

登
録
し
た
日
か
ら
２
年
間
有
効
と
な
り
ま
す
。

①
一
般
事
務
②
窓
口
業
務
③
施
設
管

理
④
留
守
家
庭
指
導
員
⑤
保
健
師
⑥

幼
稚
園
教
諭
⑦
教
育
支
援
員
⑧
司
書

⑨
調
理
員
⑩
選
挙
事
務
⑪
社
会
福
祉
士

な
ど

・
地
方
公
務
員
法
第
１６
条
の
欠
格
事
項
に

該
当
し
な
い
人

・
資
格
な
ど
が
必
要
な
職
種
は
、当
該
免

許
等
を
有
す
る
人

登
録
か
ら
採
用
ま
で

「
一
般
職
非
常
勤
職
員
等
登
録
申
込

書
」に
記
入
の
う
え
、総
務
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。免
許
等
が
必
要
な
職
種
は
、

当
該
免
許
を
証
明
す
る
も
の
の
写
し
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

採
用
に
あ
た
っ
て
は
、各
職
場
に
お
い

て
一
般
職
非
常
勤
職
員
が
必
要
と
な
っ
た

際
に
、担
当
課
で
申
込
み
内
容
・
希
望
職
種

等
を
確
認
し
、書
類
審
査
及
び
面
接
審
査

等
に
よ
り
選
考
を
行
い
ま
す
。そ
の
後
、総

務
課
か
ら
合
格
者
に
採
用
の
通
知
を
送
付

し
ま
す
。

（注）
登
録
し
た
人
全
員
が
選
考（
面
接
審
査

等
）の
対
象
に
な
る
と
は
限
ら
ず
、採
用

さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

職
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、町
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

持
参（
祝
日
を
除
く
月
〜
金
の
８
時
３０

分
〜
１７
時
１７

１５
分
）ま
た
は
郵
送

町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
様
式
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
、も
し
く
は
総
務
課
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

今
後
採
用
を
予
定
し
て
い
る
一
般
職
非

常
勤
職
員
の
職
種
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、「
一
般
職
非
常
勤
職
員
等

登
録
申
込
書
」を
総
務
課
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。こ
の
ほ
か
の
職
種
に
つ
き
ま
し

て
も
、随
時
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
一
般
事
務
補
助
員

募
集
人
員

若
干
名

職
務
内
容

案
内
、受
付
、事
務
補
助
業
務
及
び
課

内
ま
た
は
庁
舎
内
の
雑
務

勤
務
条
件

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
８
時

３０
分
か
ら

３０

１７
時

待

遇

日
額
６,
８
１
０
円
、健
康
保
険
・
厚

生
年
金
保
険
・
雇
用
保
険
・
有
給
休
暇

任
用
期
間
は
、１
年
以
内（
再
任
用
の

場
合
有
り
）

応
募
資
格

パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
）の

操
作
が
で
き
る
人

「
一
般
職
非
常
勤
職
員
等
登
録
申
込

書
」を
２
月
１５
日（
月
）【
必
着
】ま
で

に
提
出
し
た
人
で「
一
般
事
務
」を
希

望
す
る
人

選
考
方
法

面
接
審
査
、事
務
適
正
検
査

２
月
２８
日（
日
）午
前
９
時
か
ら

●
図
書
館
長

募
集
人
員

１
名

職
務
内
容

町
立
図
書
館
に
お
け
る
図
書
館
長
業

務
お
よ
び
司
書
業
務

勤
務
条
件

月
曜
日
を
除
く
９
時
３０
分
か
ら

３０

１８
時

（
週
休
２
日
）

待

遇

月
額
２
２
７,
５
０
０
円
、健
康
保

険
・
厚
生
年
金
保
険
・
雇
用
保
険
・
有

給
休
暇

登録制度
により

登
録
受
付
・
有
効
期
間

主
な
登
録
職
種

登
録
要
件

勤
務
条
件

提
出
方
法

申
込
書

２
月
に
選
考
を
行
う

一
般
職
非
常
勤
職
員
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任
用
期
間
は
、１
年
以
内（
再
任
用
の

場
合
有
り
）

応
募
資
格

司
書
の
資
格
を
有
す
る
人
、パ
ソ
コ

ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
人

「
一
般
職
非
常
勤
職
員
等
登
録
申
込

書
」を
２
月
１５
日（
月
）【
必
着
】ま
で

に
提
出
し
た
人
で
、「
司
書
」を
希
望

す
る
人

司
書
の
資
格
を
証
明
す
る
も
の
の
写

し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法

面
接
審
査

２
月
２８
日（
日
）午
後
２
時

２８

３０
分
か
ら

●
留
守
家
庭
児
童
会
指
導
員

募
集
人
員

若
干
名

職
務
内
容

留
守
家
庭
児
童
会（
早
島
児
童
館
内
）

に
お
け
る
小
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど

も
た
ち
の
放
課
後
や
長
期
休
暇
中
の

生
活
指
導

勤
務
条
件

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
１３
時

３０
分
か
ら

３０

１９
時（
シ
フ
ト
有
り
）

学
校
の
長
期
休
暇
期
間
は
別
に
定
め

る
。

待

遇

時
給
１,
０
６
０
円
、雇
用
保
険
・
有

給
休
暇

任
用
期
間
は
、１
年
以
内（
再
任
用
の

場
合
有
り
）

応
募
資
格

子
育
て
経
験
の
あ
る
人
、ま
た
は
子

育
て
に
関
心
の
あ
る
人
で
、体
力
に

自
信
の
あ
る
人

「
一
般
職
非
常
勤
職
員
等
登
録
申
込

書
」を
２
月
１５
日（
月
）【
必
着
】ま
で

に
提
出
し
た
人
で「
留
守
家
庭
指
導

員
」を
希
望
す
る
人

選
考
方
法

面
接
審
査
、作
文
審
査

２
月
２８
日（
日
）午
後
１
時
か
ら

●
学
校
司
書

募
集
人
員

１
名

職
務
内
容

早
島
小
学
校
図
書
館
の
運

営
、活
動
全
般

勤
務
条
件

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
８
時

か
ら
１６
時
１６

３０
分

待

遇

日
額
７,
９
５
０
円
、健
康
保
険
・
厚

生
年
金
保
険
・
雇
用
保
険
・
有
給
休
暇

任
用
期
間
は
、１
年
以
内（
再
任
用

の
場
合
有
り
）

応
募
資
格

司
書
の
資
格
を
有
し
、教
育
に
興
味
・

関
心
が
あ
る
人

「
一
般
職
非
常
勤
職
員
等
登
録
申
込

書
」を
２
月
１５
日（
月
）【
必
着
】ま
で

に
提
出
し
た
人
で「
司
書
」を
希
望
す

る
人

司
書
の
資
格
を
証
明
す
る
も
の
の
写

し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法

面
接
審
査

２
月
２８
日（
日
）午
後
１
時
か
ら

●
給
食
調
理
員

募
集
人
員

若
干
名

職
務
内
容

早
島
小
学
校
・
早
島
中
学
校
の
学
校

給
食
の
調
理
、食
器
等
の
消
毒
・
洗

浄
、
調
理
機
器
な
ど
の
点
検
整
備

勤
務
条
件

原
則
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く

８
時
２０
分
か
ら

２０

１６
時

２０

１６

５０
分

待

遇

日
額
６,
８
１
０
円
、健
康
保
険
・
厚

生
年
金
保
険
・
雇
用
保
険
・
有
給
休
暇

任
用
期
間
は
、１
年
以
内（
再
任
用
の

場
合
有
り
）

応
募
資
格

学
校
給
食
に
興
味
・
関
心
が
あ
り
、調

理
及
び
体
力
に
自
信
の
あ
る
人

「
一
般
職
非
常
勤
職
員
等
登
録
申
込

書
」を
２
月
１５
日（
月
）【
必
着
】ま
で

に
提
出
し
た
人
で「
調
理
員
」を
希
望

す
る
人

選
考
方
法

面
接
審
査

２
月
２８
日（
日
）午
前
９
時
か
ら

●
教
育
支
援
員

募
集
人
員

若
干
名

職
務
内
容

早
島
小
学
校
児
童
の
生
活
・
学
習
支

援
・
校
外
学
習
支
援

①
特
別
支
援
教
育
支
援
員

②
小
１
グ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
支
援
員

勤
務
条
件

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
、長
期
休
業

日
を
除
く

①
８
時
２０
分
か
ら

２０

１５
時

２０

１５

０５
分

②
８
時
２０
分
か
ら

２０

１３
時

２０

１３

２０
分

待

遇

①
時
給
１,
０
６
０
円
、健
康
保
険
・

厚
生
年
金
保
険
・
雇
用
保
険
・
有
給

休
暇

任
用
期
間
は
、１
年
以
内（
再
任
用

の
場
合
有
り
）

②
時
給
１,
０
６
０
円
、雇
用
保
険
・

有
給
休
暇

任
用
期
間
は
、平
成
２８
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
２８
年
２８

１２
月

２８

１２

３１
日

応
募
資
格

教
育
に
興
味
・
関
心
が
あ
り
、体
力
に

自
信
の
あ
る
人

「
一
般
職
非
常
勤
職
員
等
登
録
申
込

書
」を
２
月
１５
日（
月
）【
必
着
】ま
で

に
提
出
し
た
人
で「
教
育
支
援
員
」を

希
望
す
る
人

選
考
方
法

面
接
審
査

２
月
２８
日（
日
）午
前

２８

１０
時

２８

１０

３０
分
か
ら
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●
社
会
福
祉
士

募
集
人
員

１
名

職
務
内
容

早
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
役
場
内
）に
お
け
る
、高
齢
者
の

相
談
業
務
や
介
護
保
険
制
度
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
業
務
全
般

勤
務
条
件

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く

８
時
３０
分
か
ら

３０

１７
時

待

遇

月
額
２
３
８
，３
０
０
円

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
・
雇
用
保

険
・
有
給
休
暇

任
用
期
間
は
、１
年
以
内（
再
任
用
の
場

合
有
り
）

応
募
資
格

社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す

る
人
、パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き

る
人
、実
務
経
験
が
あ
る
人

「
一
般
職
非
常
勤
職
員
等
登
録
申
込
書
」

を
２
月
１５
日（
月
）【
必
着
】ま
で
に
提
出

し
た
人
で「
社
会
福
祉
士
」を
希
望
す
る

人社
会
福
祉
士
の
資
格
を
証
明
す
る
も
の

の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法

面
接
審
査
、事
務
適
正
検
査

２
月
２８
日（
日
）午
前
９
時
か
ら

・

〒
７
０
１-

０
３
０
３

岡
山
県
都
窪
郡
早
島
町
前
潟
３
６
０-

１

早
島
町
役
場
総
務
課

（
緯
０
８
６
・
４
８
２
・
０
６
１
１
）

申

問

「
認
知
症
の
正
し
い
理
解
と
予
防
」

講
演
会
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

昨
年
１２
月
１２

１５
日
に
ゆ
る
び
の
舎
文
化
ホ

ー
ル
で
開
催
し
た「
認
知
症
の
正
し
い
理

解
と
予
防
」講
演
会
に
介
護
医
療
職
を
は

じ
め
、２
８
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

最
初
に
、早
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
役
場
内
）の
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

片
岡
法
子
氏
か
ら「
早
島
町
に
お
け
る
認

知
症
の
人
・
家
族
を
支
え
る
活
動
」に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
り
、続
い
て
、鳥
取
大
学
医

学
部
教
授
浦
上
克
哉
氏
の
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
講
演
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

認
知
症
の
早
期
発
見
が
大
切

厚
生
労
働
省
の
発
表
で
は
、６５
才
以
上

の
高
齢
者
の
う
ち
、２
０
１
２
年
時
点
で

認
知
症
高
齢
者
は
約
４
６
２
万
人（
高
齢

者
人
口
の
約
15
％
）ま
た
、軽
度
認
知
障
害

（
M
C
I
）の
高
齢
者
は
４
０
０
万
人
い
る

と
推
計
さ
れ
て
お
り
、６５
才
以
上
の
４
人

に
１
人
が
認
知
症
と
軽
度
認
知
症
障
害

（
M
C
I
）と
な
る
計
算
に
な
り
ま
す
。軽

度
認
知
障
害（
M
C
I
）の
状
態
で
何
も
し

な
い
ま
ま
放
置
す
る
と
、多
く
が
３
年
以

内
に
認
知
症
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
M
C
I
の
段
階
で
気
付
き
、生
活

習
慣
を
変
え
る
と
発
症
を
予
防
で
き
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

認
知
症
と
は

単
な
る
老
化
現
象（
物
忘
れ
）で
は
な
く
、

脳
の
細
胞
が
障
害
を
受
け
て
、認
知
機
能

が
持
続
的
に
低
下
す
る
病
気
の
総
称
の
こ

と
で
す
。

認
知
症
早
期
発
見
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク

以
前
と
比
較
し
て
、次
の
よ
う
な
変
化

が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
ら
、要
注
意
で

す
。

□
大
事
な
約
束
を
よ
く
忘
れ
る
。

□
時
間
や
曜
日
を
何
度
も
た
ず
ね
る
。

□
大
事
な
も
の
を
よ
く
な
く
す
。

□
簡
単
な
こ
と
を
す
ぐ
に
決
め
ら
れ
な
い
。

□
料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
少
な
く
な
る
。

□
外
出
の
機
会
が
少
な
く
な
る
。

認
知
症
の
予
防
対
策

認
知
症
の
発
症
や
進
行
を
あ
る
程
度
予

防
で
き
る
ヒ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

・
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と
る
。

・
適
度
な
運
動
を
続
け
る
。

・
頭
を
使
っ
て
考
え
る
習
慣
を
付
け
る
。

・
創
造
的
な
こ
と
を
す
る
。

・
適
度
に
緊
張
し
て
お
し
ゃ
べ
り
す
る
。

・
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。

・
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
を
楽
し
む
。

受
講
者
の
感
想

「
認
知
症
に
つ
い
て
む
や
み
に
恐
れ
る

こ
と
な
く
、予
防
の
大
切
さ
を
十
分
知
っ
た
」

「
認
知
症
に
関
わ
っ
て
い
る
家
族
の
ケ

ア
も
大
切
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」

「
地
域
の
人
々
が
理
解
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
わ
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

認
知
症
は
早
期
に
発
見
し
て
、適
切
な

対
策
を
行
え
ば
、症
状
の
改
善
や
進
行
を

遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。一
人
で
悩

ま
ず
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
緯
0
8
6
・
4
8
2
・
2
4
3
2
）

問

脳の病気による物忘れ
（認知症）

単なる物忘れ
（老化現象）

・内容全てを忘れる。
・メモしても、メモが
わからない。

・今まで使っていた
道具が使えない。
など

・内容の一部を忘れる。
・人の名前が出てこな
い。

・ヒントがあれば思い
出せる。
など

聞
き
た
い

知
り
た
い

認
知
症
の
最
新
情
報
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まちの話題News

澤
田
虚
遊
氏
＝
本
名
・
真
示（
大
池
）

山
陽
新
聞
賞（
文
化
功
労
）受
賞

域
社
会
へ
の
貢
献
や
国
際
舞

台
で
の
活
躍
が
顕
著
な
個

人
・
団
体
に
贈
ら
れ
る「
第
７４
回
山
陽

新
聞
賞
」。早
島
か
ら
書
家
の
澤
田
虚

遊
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

父
で
あ
る
澤
田
虚
舟
氏
に
７
歳

の
時
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
、１７
歳

か
ら
本
格
的
に
修
練
。

漢
字
書
の
大
家
古
谷
蒼
韻
氏
に

師
事
し
、古
典
を
幅
広
く
学
び
、格
調

高
く
素
朴
な
書
風
を
求
め
て
き
ま
し

た
。平
成
２２
年
に
岡
山
県
の
漢
字
書

家
と
し
て
５８
年
ぶ
り
と
な
る
日
展
特

選
に
輝
き
、平
成
２４
年
に
２
回
目
受

賞
の
栄
誉
に
。

澤
田
さ
ん
は
現
在
、岡
山
県
書
道

連
盟
常
任
顧
問
の
要
職
に
あ
り
、関

西
書
道
専
門
学
校
校
長
と
し
て
も
後

進
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。澤
田
さ
ん
は「
目
指
す
独
創
の

書
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
」と
表
情
を
引

き
締
め
、「
書
の
持
つ
楽
し
さ
を
一
人

で
も
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
」と
笑

顔
で
語
り
ま
し
た
。

１
月
７
日
に
岡

山
市
内
の
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
た
贈
呈
式
で

は
、松
田
正
己
山
陽

新
聞
社
社
長
か
ら
賞

状
と
メ
ダ
ル
、賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

地

写真は、山陽新聞社提供

（
賜
也
汝
）

以
レ

予
爲
二

多
學
而
識
レ

之
者
一

歟
。

非
也
。
予
一
以
貫
レ

之
。

予
を
以
て
多
く
學
ん
で
之

わ
れ

も
っ

お
ほ

ま
な

こ
れ

を
識
る
者
と
爲
す
か
。

し

も
の

な

非
な
り
。
予
一
以
て
之
を

ひ

わ
れ
い
つ
も
っ

こ
れ

貫
く
。

つ
ら
ぬ

「
賜
よ
、
お
前
は
私
を
、

多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
よ

く
記
憶
し
て
い
る
人
間
と

考
え
る
か
ど
う
か
。
実
は

そ
う
で
な
く
、
私
は
一
つ

の
も
の
で
貫
ぬ
い
て
い
る

の
だ
」
と
。

伝
習
録

第42回 日展（2010） 特選 伝習録 澤田 虚遊

葛
平
成
２２
年
に
岡
山
県
の
漢
字
書
家
と
し
て

２２

５８
年

ぶ
り
と
な
る
日
展
特
選
に
輝
い
た
作
品
。

町
役
場
に
二
次
作
品
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
貢

孔
子
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早
島
町
ふ
れ
あ
い
農
園

利
用
者
追
加
募
集

早
島
町
ふ
れ
あ
い
農
園
は
、町
内
で
野

菜
や
花
な
ど
の
栽
培
を
通
じ
て
、町
民
の

皆
さ
ん
に
の
び
の
び
と
自
然
に
親
し
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
平
成
１２
年
４
月
に
開
園
し
、

多
く
の
人
に
菜
園
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
た
び
区
画
の
利
用
者
を
募
集
し
ま

す
。申
し
込
み
方
法
な
ど
は
、次
の
と
お
り

で
す
。

★
利
用
申
込
み
に
つ
い
て

応
募
資
格

①
町
内
在
住
者
、町
内
勤
務
者
で
家
族

を
含
め
農
地
を
耕
作
し
て
い
な
い
人

②
町
内
在
住
者
、町
内
勤
務
者
で
構
成

さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
、事
業
所
な
ど

貸
付
区
画

１
世
帯
又
は
１
団
体
に
つ
き
１
区
画

（
募
集
数
に
達
し
な
い
場
合
は
複
数

可
能
）

空
き
区
画

１７
区
画

利
用
金
額
（
年
額
）

３０
㎡
未
満

４,
７
０
０
円

３０
㎡
以
上

３０

４０
㎡
未
満

５,
５
０
０
円

４０
㎡
以
上

４０

５０
㎡
未
満

６,
３
０
０
円

飲
酒
運
転
の
根
絶
を
宣
言
す
る

飲
食
店
を
募
集
し
て
い
ま
す

岡
山
県
で
は
，飲
酒
運
転
を
し
な
い
、さ

せ
な
い
、許
さ
な
い
と
い
う
県
民
意
識
の

高
揚
を
図
り
、飲
酒
運
転
を
許
さ
な
い
社

会
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
、飲
酒
運
転
根
絶
を
宣
言
す
る
飲
食
店

の
登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。宣
言
店
で
は
、

来
店
者
へ
来
店
方
法
の
確
認
を
す
る
こ
と
、

ド
ラ
イ
バ
ー（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）に
は

酒
類
を
提
供
し
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。町

内
で
も
、飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な

交
通
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。飲
酒
運

簡
易
な
焼
却
炉
や
ド
ラ
ム
缶
な
ど
で
廃

棄
物
を
焼
却
す
る
、い
わ
ゆ
る「
野
外
焼

却
」は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
排
出
し
人
体
に

害
を
及
ぼ
し
ま
す
。廃
棄
物
処
理
法
に
お

い
て
は
、次
の
よ
う
な
一
部
の
例
外
を
除

き
、「
野
外
焼
却
」が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
内
で
も
早
朝
や
夕
方
、夜
に
か
け
て

家
庭
ご
み
な
ど
の「
野
外
焼
却
」を
行
い
、

黒
煙
・
悪
臭
を
発
生
さ
せ
る
と
い
っ
た
事

例
も
あ
り
ま
す
。周
辺
の
住
民
に
と
っ
て

迷
惑
な
行
為
と
な
り
ま
す
の
で
、ご
み
は

利
用
期
間

平
成
２８
年
４
月
１
日（
金
）

〜
平
成
３０
年
３
月

３０

３１
日（
土
）ま
で

申
込
み
方
法

町
役
場
建
設
農
林
課
に
備
え
付
け

の
利
用
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
他
人
名

義
で
は
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
）

申
込
期
間

２
月
１
日（
月
）〜
２
月
２２
日（
月
）ま

で（
土
曜
日
・
日
曜
日
、祝
日
を
除

く
）
８
：
３０
〜
３０

１７
：

３０

１７

１５

く
じ
に
よ
る
抽
選

抽
選
日
等

２
月
２９
日（
月
）

２９

１９
：

２９

１９

００
〜

役
場
第
１
会
議
室

利
用
決
定

抽
選
後
、利
用
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

留
意
事
項

定
め
ら
れ
た
事
項
を
守
ら
な
か
っ

た
り
、農
園
の
放
置
、営
利
栽
培
や
過

剰
農
薬
の
使
用
な
ど
他
人
や
農
園
等

に
迷
惑
を
及
ぼ
す
と
き
は
、利
用
を

取
り
消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

建
設
農
林
課

（
緯
０
８
６
・
４
８
２
・
０
６
１
４
）

問

転
の
根
絶
に
向
け
、町
民

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
事

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
！！

登
録
方
法
な
ど
詳
細
は
岡

山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.pref.oka

yam
a.jp/page/35511

2.htm
l

）を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

総
務
課（
緯
０
８
６
・

４
８
２
・
０
６
１
１
）

問各
地
区
の
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
、家
庭
で
の「
野
外

焼
却
」は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
焼
却
禁
止
の
例
外
と
な
る
焼
却

・
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事

・
農
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の

・
た
き
火
や
落
ち
葉
焚
き
な
ど
で
あ
っ
て
軽

微
な
も
の

な
ど

町
民
課

（
緯
0
8
6
・
4
8
2
・
0
6
1
3
）

問

迷
惑
し
て
ま
す
！
野
外
焼
却

負傷者数死者数件数
120611月
114294累計
−91−9（前年比）

早島町内 人身交通事故発生状況（平成27年1月〜11月）
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煙子宮頸がん検診 煙乳がん検診（視触診・マンモグラフィ）

受診日において町内に住所を有し、次の（1）（2）（3）いずれかに該当する女性
ただし、町が行った集団及び個別検診を当該年度に受診した人、職場などで費用負担を受
けている人、保険診療として受診した人は補助の対象になりません。
（1）平成27年4月20日現在、町内に住所を有する女性で、前年度において、子宮頸がん検

診では20歳、乳がん検診では40歳の人。

（2）平成27年4月20日現在で町内に住所を有する女性で、前年度において、子宮頸がん検
診では22歳、27歳、32歳、37歳 乳がん検診では42歳、47歳、52歳、57歳の人で
あって平成21年度から平成25年度の間に一度も町の実施した子宮頸がん、乳がん
検診を受診していない人。

（3）平成27年4月20日現在で町内に住所を有する女性で、前年度において、子宮頸がん検
診では25歳、30歳、35歳、40歳 乳がん検診では45歳、50歳、55歳、60歳の人で
あって平成22年度から平成26年度の間に一度も町の実施した子宮頸がん、乳がん
検診を受診していない人。

補 助 額 上限3,000円
受診回数 補助対象となる人間ドックなどの受診は、4月1日から翌年3月31日までに１回
申請方法 健康福祉課の窓口において平成28年3月31日までに申請してください。後日、

指定の口座に受診費用の一部を振り込みます。
《申請に必要なもの》

陰内訳（子宮頸がんまたは、乳がん検診視触診及びマンモグラフィ検査）の分かる領収書
識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫

隠検診結果の写し ③未利用の平成27年度版無料クーポン券
吋振込口座が確認できるもの ⑤印鑑

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
を
受
け
た
人
で
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
わ
ず
に
対
象
の
検
診
を
受
け
ら
れ
た
人
へ

受
診
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す

生 年 月 日対 象
平成 6年4月2日〜平成 7年4月1日子宮頸がん検診（20歳）
昭和49年4月2日〜昭和50年4月1日乳 が ん 検 診（40歳）

健
康
福
祉
課
（
緯
0
8
6
・
4
8
2
・
2
4
8
3
）

問

対象となる検診

対 象 者

生 年 月 日対 象
平成 4年4月2日〜平成 5年4月1日

子宮頸がん検診未受診者
（22歳、27歳、32歳、37歳）

昭和62年4月2日〜昭和63年4月1日
昭和57年4月2日〜昭和58年4月1日
昭和52年4月2日〜昭和53年4月1日
昭和47年4月2日〜昭和48年4月1日

乳がん検診未受診者
（42歳、47歳、52歳、57歳）

昭和42年4月2日〜昭和43年4月1日
昭和37年4月2日〜昭和38年4月1日
昭和32年4月2日〜昭和33年4月1日

生 年 月 日対 象
平成 元年4月2日〜平成 2年4月1日

子宮頸がん検診未受診者
（25歳、30歳、35歳、40歳）

昭和59年4月2日〜昭和60年4月1日
昭和54年4月2日〜昭和55年4月1日
昭和49年4月2日〜昭和50年4月1日
昭和44年4月2日〜昭和45年4月1日

乳がん検診未受診者
（45歳、50歳、55歳、60歳）

昭和39年4月2日〜昭和40年4月1日
昭和34年4月2日〜昭和35年4月1日
昭和29年4月2日〜昭和30年4月1日
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不
妊
治
療
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す

早島町ウェブサイトバナー広告募集！
早島町ウェブサイト平成２８年度分のバナー広告を募集します。

トップページのアクセス件数は、月平均約18,800件（平成27年
実績）で、町民の皆さんを中心に宣伝効果が期待できます。

掲 載 期 間
平成２８年４月１日（金）〜平成２９年３月３１日（金）
※１ヵ月単位でお申し込みが可能です。
広 告 料
１枠５,０００円／月（税込）
募集広告枠
町ウェブサイトトップページに最大１５枠
広告の規格
縦５０ピクセル×横１７５ピクセル １０キロバイト以内
GIF形式（アニメーション不可）
募 集 期 間 随時受付
詳しくは、町ウェブサイトをご覧ください。
http://www.town.hayashima.lg.jp/

まちづくり企画課 （緯086・482・0612）問

平
成
２７
年
４
月
１
日
以
降
に
、岡
山
県

不
妊
に
悩
む
方
へ
の
特
定
治
療
支
援
事
業

の
助
成
を
受
け
た
早
島
町
民
で
、県
の
助

成
金
を
超
え
る
医
療
費
が
か
か
っ
た
場
合

は
、超
え
た
額
の
２
分
の
１（
上
限
１０
万

円
）を
町
が
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

敢
岡
山
県
不
妊
に
悩
む
方
へ
の
特
定
治
療

支
援
事
業
の
支
給
決
定
を
受
け
て
い
る

こ
と
。

柑
申
請
日
に
お
い
て
、夫
婦
い
ず
れ
か
一

方
が
早
島
町
に
住
所
を
有
す
る
法
律
上

の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦
で
あ
る
こ

と
。

桓
申
請
日
に
お
い
て
、対
象
者
及
び
世
帯

員
に
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

棺
夫
及
び
妻
の
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が

７
３
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と
。

助
成
内
容

岡
山
県
の
助
成
金
を
除
い
た
額
の
２
分

の
１
。た
だ
し
、助
成
金
の
限
度
額
は
１
回

当
た
り
１０
万
円
ま
で（
１,
０
０
０
円
未
満

切
り
捨
て
）。

申
請
方
法

健
康
福
祉
課
の
窓
口
に
治
療
費
の
支
払

が
終
了
し
た
年
度
末（
３
月
３１
日（
木
））ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

後
日
、指
定
の
口
座
に
助
成
金
を
振
り

込
み
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
岡
山
県
不
妊
に
悩
む
方
へ
の
特
定

治
療
支
援
事
業
承
認
決
定
通
知
書

の
写
し

②
不
妊
に
悩
む
方
へ
の
特
定
治
療
支

援
事
業
受
診
証
明
書
ま
た
は
そ
の

写
し

③
本
町
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
（
住
民
票
な
ど
）

④
振
込
口
座
が
確
認
で
き
る
も
の

⑤
印
鑑

健
康
福
祉
課

（
緯
0
8
6
・
4
8
2
・
2
4
8
3
）

問

実
施
日

２
月
１９
日（
金
曜
日
）

１３
：
１３

３０
〜

１３

３０

１５
：

１３

３０

１５

３０

場

所
町
民
総
合
会
館
「
ゆ
る
び
の
舎
」

２
階

研
修
室

対

象

町
内
在
住
の
人

定

員

３０
人（
先
着
順
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

受
講
料

無
料

参
加
希
望
の
人
は
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

・

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

大
崎
・
片
岡

（
緯
０
８
６
・
４
８
２
・
２
４
３
２
）

申

問
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早島の人の動き

前月比
（＋ １人）人12,292町人口／
（＋ ４人）人5,967男 性／
（− ３人）人6,325女 性／
（＋ ４世帯）世帯4,781世帯数／

（平成28年１月１日）

佐
藤

敏
子

９２
歳

さ

と
う

と
し

こ

（
１２
月
１
日
、長
津
・
畑
岡
）

谷
本

眞
澄

７８
歳

た
に
も
と

ま

す
み

（
１２
月
２
日
、塩
津
）

林は
や
し

昌
喜

８０
歳

ま
さ

き

（
１２
月
３
日
、真
磯
台
）

安
原

政
子

９７
歳

や
す
は
ら

ま
さ

こ

（
１２
月
８
日
、無
津
）

藤
井

稔

７９
歳

ふ
じ

い

み
の
る

（
１２
月
１２

１６
日
、前
潟
）

渡
邉

重
子

８９
歳

わ
た
な
べ

し
げ

こ

（
１２
月
１２

２４
日
、長
津
・
畑
岡
）

日時 ２月10日（水）
13：00〜15：00（相談時間）

場所 栴檀の家

知的障がい者相談

２２２月保健ガイド

健康福祉課（☎086・482・2483）問

日時 ２月24日（水）
13：00〜14：00

場所 栴檀の家
※専門医師が相談に応じます。

こころの健康相談（要予約）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
名
前
（
都
道
府
県
・
市
区
町
村
名
）

田
中

慶
明
さ
ん
（
広
島
県
海
田
町
）

余
伝

雄
さ
ん
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

浜
田

聡
さ
ん
（
岡
山
県
倉
敷
市
）

有
本

清
さ
ん
（
岡
山
県
倉
敷
市
）

高
田

尚
樹
さ
ん
（
大
阪
市
都
島
区
）

交
通
事
故
で
の
負
傷
、手
術
で
輸

血
を
す
る
、病
気
の
治
療
な
ど
血
液

を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
多
く
お
ら

れ
ま
す
。血
液
を
必
要
と
し
て
い
る

人
に
血
液
を
届
け
る
た
め
、今
年
度

も
次
の
日
程
で
献
血
を
行
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
時

２
月
２６
日（
金
）

９
：
００
〜
００

１２
：

００

１２

００

１３
：
１３

００
〜

１３

００

１４
：

１３

００

１４

４５

※
受
付
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

場
所ゆ

る
び
の
舎

健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

対
象
者

男
性
１７
〜
１７

６９
歳
、女
性

１７

６９

１８
〜

１７

６９

１８

６９
歳

ま
で
で
、体
重
５０
㎏
以
上
の
人

献
血
の
種
類

４
０
０
㎖
献
血

注
意６５

〜
６５

６９
歳
の
人
の
献
血
に
つ
い
て

は
、献
血
を
行
う
人
の
健
康
を
考

え
、６０
〜
６０

６４
歳
の
間
に
献
血
経
験

が
あ
る
人
に
限
り
ま
す
。

そ
の
他

次
の
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

煙
エ
イ
ズ（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）検
査
が
目
的
の

人

煙
輸
血
や
臓
器
の
移
植
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
人

煙
Ｂ
型
や
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
や
エ

イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
の
保
有
者
の
人

煙
昭
和
５５
年
以
降
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

対
象
国
に
滞
在（
居
住
）し
た
人

煙
海
外
か
ら
帰
国（
入
国
）し
て
４
週

間
以
内
の
人

煙
献
血
日
前
３
日
間
に
、出
血
を
伴

う
歯
科
治
療（
歯
石
除
去
を
含
む
）

を
受
け
た
人
な
ど

健
康
福
祉
課

（
緯
０
８
６
・
４
８
２
・
２
４
８
３
）

問

献
血
の
お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
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～プログラム（予定）～ ゆ
る
び
“コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
18
回

寒
い
冬
に
負
け
る
こ
と
な
く
、温
か
い
歌
声
で
来
場
者
を

も
て
な
し
ま
す
。

日
時
Ư

２
月
２１
日
৙

開
場

２１

13
：

２１

13

00

開
演

２１

13

00

13
：

２１

13

00

13

30

会
場
Ư
ゆ
る
び
の
舎
・
文
化
ホ
ー
ル

出

演

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
１１
団
体

主

催
“
ゆ
る
び
”コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

早
島
町
教
育
委
員
会

後

援

岡
山
市
、倉
敷
市
、総
社
市
教
育
委
員
会

ゆ
る
び
の
舎
（
緯
0
8
6
・
4
8
2
・
4
8
0
0
）

問

１．グレースノート（総社市）
怪獣のバラード、麦の唄 他

２．さつきコーラス（早島町）
いい日旅立ち、君をのせて 他

３．妹尾コールリーベ（岡山市南区妹尾）
中国地方の子守唄、この道 他

４．コール黄薇（岡山市北区庭瀬）
禁じられた遊び、川の流れのように 他

５．倉敷シルバー混声合唱団（倉敷市）
混声合唱のためのメドレー「北海道物語」より

６．フルール・早島（早島町）
いのちの理由、南国土佐を後にして 他

７．ＭａＭａりりす（早島町）
冬の花びら、Jupiter 他

８．ゆりかごコーラス（倉敷市庄）
翼をください、あの日にかえりたい、M 他

９．K.Ｍ.フラウエンコール（倉敷市）
花の街、ロンドンデリーの歌 他

１０．まきびコーラス（倉敷市真備町）
「ことはの葉ずえで」より 地名論 他

１１．コール・フローラ（倉敷市茶屋町）
サントワマミー、スタンドアローン 他

１２．会場全員で歌う全体合唱

あ
つ
ま
れ
！
子
ど
も
た
ち

〜
お
話
の
世
界
へ
さ
あ
行
こ
う
〜

「
倉
敷
市
立
短
大

子
ど
も
の
劇
場
公
演
2
0
1
6
in
供
ゆ
る
び
僑」

W
E
E
K
E
N
D
コ
ン
サ
ー
ト
ス
ペ
シ
ャ
ル

日時2ࢾ月27日য়

開場13:00 開演13:30

会場ࢾゆるびの舎・文化ホール

入場料 500円 ※全席自由
対象は3歳児以上ですが、3歳未満のお子さん
も入場できます。
3歳未満のお子さんは無料ですので、無料券
（ゆるびの舎で、配布中）でご入場ください。

プログラム（予定）

○人形劇「にぎやか森の小人たち」
○劇「へんてこ地蔵とみんなのねがい」
ゆるびの舎（緯086・482・4800）問

20
本
の
指
で
奏
で
る
、ワ
ク
ワ
ク
ピ
ア
ノ
♪

No.No.
213
秦
ゆ
る
び
紳
W
E
E
K
E
N
D
コ
ン
サ
ー
ト

日時2ࢾ月26日৞

開場18:30 開演19:00
会場ࢾゆるびの舎・

エントランスホール

※入場無料
内 容 ピアノ連弾
出 演 者

ピアノデュオ・ローズライナー
演奏曲目 映画音楽から

・七里ヶ浜の哀歌
・有楽町で会いましょうほか

ゆるびの舎（緯086・482・4800）問

チケット発売中

”
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図書館だより

町の財産である図書資料を一冊一冊点検し、データとの照合などの
作業を行います。ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いします。
なお、貸出期限の過ぎた本をお持ちの人は至急返却をお願いします。

休館期間 2月19日（金）〜2月25日（木）
※お電話での対応はしていますが、貸出はできません。返却本は返却
ポストへお願いします。

☆ストーリーテリング
2月6日（土）１５：００〜
１階おはなしのへや
図書館ボランティア おはなしの会かたつ夢り
ろうそくを灯してお話を語ります。お話の世界を

一緒に楽しみましょう。

☆おはなしの時間
毎週木曜日10：30〜11：00
１階おはなしのへや（２月４,11,18日）
職員による読み聞かせなどをしています。

図書館カレンダー ２月のお休み
1、8、15、19〜25日、29日

☆2/19〜2/21、2/23〜2/25は電話対応可☆

町立図書館（☎086・482・1513）問

☆かみしばいのじかん
２月14日（日）１４：００〜
１階おはなしのへや
図書館ボランティア はやしま本だいすきの会
絵本・紙芝居の読み聞かせや工作などをしています。

★ブックスタート★
対 象 者 平成27年2月生まれ以降の乳児健診対象者。

（町民課でお申し込みいただくと、図書館
からお知らせ葉書が届きます。図書館でも
随時実施していますが混み合うことがあ
りますので、なるべく下記実施日をご利
用ください）

実 施 日 ２月９日（火） 13：30〜
実施場所 乳児健診会場（健康づくりセンター）
＊ブックスタートについては、図書館にお問い合わせ
いただくか、ウェブサイトを参照ください。
http：//www．bookstart．net

◆蔵書点検のため長期休館します◆

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
祭
り

は
や
し
ま
春
の

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
運
動
が
苦
手
な
人
も
気

軽
に
楽
し
め
る
ニュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。春
の
日
差
し
の
も
と
、
皆
で
体
を
動
か
し
ま

せ
ん
か
？

日
時
Ư

３
月
６
日
৙

8
：
４５
集
合（

４５

１３
：

４５

１３

００
終
了
予
定
）

会
場
Ư
早
島
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
体
育
館

開
催
種
目

屋
内

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

屋
外

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

ペ
タ
ン
ク

申
込
み

４
人
１
チ
ー
ム
ま
た
は
個
人
で
の
参
加
と
な

り
ま
す
。

申
込
用
紙（
生
涯
学
習
課
窓
口
、公
民
館
で
配

布
ま
た
は
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
）に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

２
月
２
日（
火
）〜
３
月
１
日（
火
）

定

員

先
着
１６
チ
ー
ム（

１６

６４
名
）

費

用

無
料

そ
の
他

当
日
は
運
動
で
き
る
服
装
で
、屋
内
用
シ
ュ

ー
ズ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
（
緯
０
８
６
・
４
８
２
・
１
５
１
１
）

問
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HelloBabies
こんにちは赤ちゃん

神田 和音ちゃん
かん だ かず と

男の子（１２月18日・前潟）
父・弘通、母・綾子

岩田 吉平ちゃん
いわ た きっ ぺい

男の子（１２月11日・矢尾）
父・紘樹、母・由記

澤田 連ちゃん
さわ だ れん

男の子（１２月５日・市場）
父・優也、母・千尋

高畠 瑛斗ちゃん
たか はた えい と

男の子（１２月26日・大池）
父・利輝、母・真依子

三村 幸誠ちゃん
み むら ゆき なり

男の子（１２月22日・宮崎）
父・宜正、母・萌子

濱田 雫ちゃん
はま だ しずく

女の子（１２月22日・真磯台）
父・健史、母・真知子

徳森 倖季ちゃん
とく もり こう き

男の子（１２月28日・舟本）
父・久和、母・有紀

倉橋 侑里ちゃん
くら はし ゆ り

女の子（１２月28日・前潟）
父・寛之、母・加織

平松 千咲ちゃん
ひら まつ ち さき

女の子（１２月26日・金田）
父・孝志、母・麻衣子

12月生まれの赤ちゃん

ForHealth
保健情報

予防接種を受けましょう！
感染症にかからないように、また他の人にうつさない
ために予防接種で免疫をつけましょう！

◎麻しん・風しん混合ワクチン
麻しんは重症化すると肺炎や脳炎といった合併症を起こ

すことがあり、風しんは妊娠初期に感染すると胎児に先天
性の異常を起こす可能性のある恐ろしい病気です。
対象者 第1期 生後12ヵ月〜24ヵ月未満の児

第2期 5歳〜7歳未満で小学校入学前の1年間に
ある児（年長児）

◎二種混合ワクチン
小学６年生のお子さんは、二種混合の予防接種の対象年

齢（１１歳〜１３歳未満）になります。幼児期に三種混合（ジフテ
リア・破傷風・百日咳）の予防接種を受けた人は、（ジフテリ
ア・破傷風）の追加接種として二種混合を受け、免疫力を強
化しましょう。
◎水痘（水ぼうそう）

平成26年10月から定期の予防接種になりました。
対象者 生後12ヵ月〜36ヵ月未満の児

《予防接種の受け方》
１．かかりつけの医療機関で、受けようとする予防接種の接
種日時など確認し、直接予約して接種してください。

２．予防接種予診票をお持ちでない人は、医療機関に備えて
ありますので、直接受診してください。

《持っていく物》
・健康保険証・母子健康手帳・小児医療費受給資格者証
健康福祉課（☎086・482・2483）問

赤ちゃんの写真を掲載しませんか？
詳細はまちづくり企画課
（緯086・482・0612）へ。
死kikaku@town.hayashima.lg.jp

２月こども保健ガイド
場所 ゆるびの舎・健康づくりセンター

健康福祉課・保健師（緯086・482・2483）問

保育相談
日 時 ９日（火） 10：00〜10：30（受付）
対 象 就学前の乳幼児
内 容 身体計測、栄養相談、歯科相談など
※母子健康手帳をご持参ください。

乳児健診
日 時 ９日（火） 13：30〜14：00（受付）
対 象 ４・７・９・12ヵ月児
内 容 身体計測、内科診察、栄養相談、歯科相談

など
※母子健康手帳・問診票をご持参ください。

３歳児健診
日 時 18日（木） 13：30〜14：00（受付）
対 象 平成24年6月〜平成24年8月生まれ
内 容 身体計測、尿検査、内科診察、歯科診察、

発達相談、栄養相談、歯科相談など
※対象者には個人通知します。

育児学級（４〜５ヵ月児）
日 時 25日（木） 10：00〜12：00
対 象 ４〜５ヵ月児とその保護者
内 容 親子の交流、離乳食（初期）のすすめ方、

試食など
※対象者には個人通知します。

母親学級
日 時 23日（火） 9：30〜12：30
対 象 妊娠５〜８ヵ月の人
内 容 妊娠、出産、育児に役立つ情報、保健サービ

スの紹介、妊娠中の食生活、歯の健康、
貧血予防、減塩食の調理実習など

※対象者には個人通知します。

場所 オアシス早島
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かんだ子育て支援センター
あそびのひろば

利用時間 10：00〜16：00
お 休 み 日・祝・年末年始
＊上記以外でも園行事の関係でお休み
になることがあります。詳細につい
ては気軽に問い合わせてください。

〒701-0304
都窪郡早島町早島4849-1
かんだ保育園内 ☎086・480・0580
k-shien@kurukuru.or.jp
開園日 月〜土曜日

はやしま児童館
だより

問い合わせ先 早島児童館
TEL/FAX086・483・2358
早島町早島1297-１（早島小学校の北隣）

※駐車場はトマト銀行の北側にあります。
自転車で来る人は小学校正門前の土壁の前
に止めてください。

利用できる人 ０歳から18歳までの子ど
もとその保護者／子どもの健全育成活動
を進めている団体など
休館日 毎週火曜日・国民の休日
開館時間 10：00〜17：00

★にこにこ赤ちゃん〈２回で１つのコースです〉
日 時 10日（水）、24日（水） 10：00〜12：00
対 象 1歳までの赤ちゃん（8組 要申込）
参加費 200円（資料代）
おしゃべりしながら、情報交換！
子育て仲間つくりましょう バスタオルを持ってきてね。
場所 早島町地域福祉センター 2Fプレイルーム

３冊ほどの絵本や紙芝居などを読んでいます。ゆったりと聞きに来ま
せんか。小学生対象

１日・８日・15日・22日
・29日（月）

16：00〜16：30
○絵本タイム

コーチの喜屋武 昭江氏の指導で、楽しくピンポンを練習しましょう。
自分のラケットやシューズがある人は持って来てください。初めてラケ
ットを持つ人も参加できます。

どなたでも
6日（土）

14：00〜15：00
★ピンポンをしよう

親子でわらべうたやふれあい遊びや絵本などをゆったりと楽しんだ後、
パラバルーン（大きな円形のナイロン布）やジャバラトンネル、鉄棒など
を使って、親子で遊びましょう。動きやすい服装で参加してください。

乳幼児親子
12日（金）

10：00〜11：00
○おやこひろば
「運動遊び」

オセロの好きな人、トーナメントで対戦しませんか。ルールのわかる
人ならどなたも参加できます。友だちも誘って参加してください。どなたでも

13日（土）
14：00〜15：00

★オセロ大会

児童館で子どもを遊ばせながら、お母さん方もおしゃべりを楽しみま
しょう。10時30分頃から約1時間、役場の保健師が来ます。子育ての悩
みなど気軽に話してみませんか。

乳幼児親子
19日（金）

10：30〜12：00
○ふれあいサロン

親子で一緒に簡単なおやつ作りにチャレンジしましょう。親子でマス
ク、エプロン、三角巾（バンダナなど）を持って来てください。皆で楽しく
いただきます。

３歳〜
就学前親子
（定員 10組）

24日（水）
13：30〜14：30

★なかよしひろば
「麩でラスク・牛乳
くずもちを作ろう」

全員参加で火災の避難訓練をします。雨天の場合は中止です。全員参加
24日（水）

16：35〜16：45
○避難訓練（火災）

親子でふれあい遊びや絵本を楽しんだ後、おひなさまを作りましょう。
のりやペンを使いますので、汚れても良い服装で参加してください。乳幼児親子

26日（金）
10：00〜11：00

○おやこひろば
「おひなさまを作ろう」

板屋 澄代氏の指導で、スクエアダンスをしましょう。音楽に合わせて
ラジオ体操のように踊りを楽しみます。英語も覚えられますよ。幼児か
ら大人まで参加できます。動きやすい服装で参加してください。

どなたでも
27日（土）

14：00〜15：00
★スクエアダンスを
して遊ぼう

★…要申し込み（就学前の幼児は保護者同伴）

★一時保育（要事前登録）
お子さんのお世話ができない時、一時的にお預かりします。
早島保育園 直通電話（☎086・486・1231）
かんだ保育園 直通電話（☎086・480・1489）
詳しくは各保育園にお問合せください。

鬼のおめん作り お面をつけて鬼さんに変身！10：00〜1日（月）

地域交流企画「まめまき」
保育園のお友だちと一緒に昔ながらの伝統行事を楽しみましょう。10：00〜3日（水）

赤ちゃんサロン 対象 1歳半までの親子
親子のふれあい遊びとママたちのおしゃべりタイムだよ。13：30〜4日（木）

おはなしなあに？11：00〜８日（月）

にこにこ赤ちゃん1回目1０：00〜 定員8組（要申込）10日（水）

おひなさま作り 親子で簡単なおひなさまを作ろう。10：00〜15日（月）

わらべうた ベビーマッサージ 講師 杉本 洋子氏 対象 8ヶ月未満の親子
場所 早島地域福祉センター 2Fプレイルーム1０：00〜 定員10組（要申込）17日（水）

わらべうた11：00〜22日（月）

にこにこ赤ちゃん2回目1０：00〜 定員8組（要申込）24日（水）

親子でふれあいあそび11：00〜29日（月）
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いいかしのいかしの舎舎 ２月２月
講座・イベント情報のお知ら講座・イベント情報のお知らせせ
・・・ いいかしのいかしの舎舎（☎086・483・1243（☎086・483・1243））申 問

●うたごえ喫茶
2月 4日（木）
13：15〜14：45
2月23日（火）
10：00〜11：30
参加費1，500円
※1ドリンク、お茶菓子付
会場 母屋2階

●折り紙教室
2月 9日（火）
10：00〜12：00
三枚重ねのおひなさまを作ります♪
参加費1，620円
(1ドリンク、材料費含む)
※初めての人１ドリンク、材料費
のみ、 要予約 第二展示室

「
地
域
社
会
へ
貢
献
！
働
く
よ
ろ
こ
び
！

健
康
・
生
き
が
い
！
」

◇
新
規
会
員
募
集
中

清
掃
、草
取
、埋
立
処
分
地
で
の
ご
み
の

分
別
作
業
な
ど
の
仕
事
を
や
り
た
い
人
を

募
集
し
ま
す
。

◇
今
月
の
入
会
説
明
会
は

日
時

２
月
１０
日（
水
）

１０

１３
：

１０

１３

３０
〜

１０

１３

３０

１４
：

１０

１３

３０

１４

３０

会
場

早
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
所（
ト
マ
ト
銀
行
裏
）

◇
お
仕
事
募
集
中

キ
ャ
リ
ア
を
生
か
し
て
お
役
に
立
ち
ま

す
。気
軽
に
お
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。・公

益
社
団
法
人
早
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
務
所

（
☎
０
８
６
・
４
８
０
・
０
３
３
５
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
６
・
４
８
０
・
０
３
３
７
）

早
島
町
早
島
１
２
９
１−

７

死hayashim
a@
sjc.ne.jp

申

問

〜
重
ね
る
対
話

つ
な
げ
る
熱
意
で

四
島
返
還
〜

し

ま

北
方
四
島（
歯
舞
群
島
、色
丹
島
、国
後

島
、択
捉
島
）の
返
還
を
求
め
て
２
月
７
日

の「
北
方
領
土
の
日
」を
中
心
に
各
地
で
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

２
月
７
日
は
、１
８
５
５
年
の
こ
の
日
、

伊
豆
の
下
田
に
お
い
て
日
魯
通
好
条
約
が

調
印
さ
れ
、平
和
裏
に
日
本
と
ロ
シ
ア
と

の
間
の
国
境
が
画
定
さ
れ
た
日
で
す
。こ

の
事
実
こ
そ
、わ
が
国
が
北
方
四
島
の
返

還
を
求
め
る
重
要
な
根
拠
な
の
で
す
。

(
)

岡
山
県
で
も
、２
月
４
日
木
に
さ
ん

太
ホ
ー
ル（
岡
山
市
）で「
北
方
領
土
返
還

(
)

要
求
岡
山
県
民
大
会
」、２
月
１
日
月
か

ら
１２

(
)

日
金
ま
で
岡
山
県
庁
１
階
県
民
室

で「
北
方
領
土
パ
ネ
ル
展
」が
行
わ
れ
ま
す
。

北
方
四
島
の
早
期
返
還
実
現
の
た
め
、

返
還
運
動
へ
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

岡
山
県
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
県

民
会
議（
事
務
局：

岡
山
県
総
合
政
策

局
公
聴
広
報
課
内
）

（
☎
０
８
６
・
２
２
６
・
７
１
５
８
）

問

日

時

２
月
１３
日（
土
）

◇
１３
：
１３

００
〜

１３

００

１４
：

１３

００

１４

００

セ
ミ
ナ
ー

「
争
族
」に
な
ら
な
い
た
め
の
相
続
対
策

◇
１４
：
１４

００
〜

１４

００

１６
：

１４

００

１６

３０

無
料
相
談
会

内

容

相
続
、遺
言
、成
年
後
見
、不
動

産
、税
金
、境
界
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

会

場

岡
山
県
立
図
書
館

（
岡
山
市
北
区
丸
の
内
２－

６－

３０
）

参
加
費

無
料

予

約

不
要

岡
山
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

（
☎
０
８
６
６
・
２
２
・
７
９
０
６
）

問 司
法
書
士
・
税
理
士
・
土
地
家
屋
調
査
士

に
よ
る
無
料
相
談
会
in
県
立
図
書
館

早
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

２
月
は
北
方
領
土
返
還
運
動

全
国
強
調
月
間
で
す

地元で正社員になろう！
合同企業面接会

岡山県主催の「ふるさと岡山就職支援事
業」で『西部地区合同企業面接会』が開催さ
れます。採用意欲の高い地元企業が参加し、
企業PRと面接会を実施。“地元で正社員!”を
叶える絶好のチャンスです。ぜひ奮ってご
参加ください。
日 時 ２月４日(木)１３:００〜１５:３０
場 所 倉敷市民会館２F

大会議室兼展示室
出 展 約２０社
対 象 ４０歳未満の求職者

(平成２８年３月卒業予定者含む)
参加費 無料
持ち物 履歴書(会場でコピー可)
主 催 岡山県産業労働部労働雇用政策課
運営事務局(株)キャリアプランニング
(☎086・235・9828
(平日9:00〜18:00))

問
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まちかど情報 Information

ハ
イ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
開
講

囲碁クラブからの
お知らせ

＊定例会は毎月第４日曜日開催。
＊次回は、
2月28日（第4日曜日）9：00〜
＊場所 中央公民館 会費 600円
どうぞご参加ください。

今月の情報
はやしまふれあい講座に

ご参加くださいPickup!

２月の
講座

男男の料理教男の料理教室室

●日 時 2月13日（土）10：00〜
●場 所 中央公民館 ２階調理室
●定 員 25名
●講 師 淳風会 若宮園 管理栄養士 石井 恭子 氏
●申込締切 2月11日（木）まで
●持 参 物 エプロン、三角巾、布巾2〜3枚
●材 料 費 600円
●今後の予定

・ 町民活動支援センター（中央公民館内 緯086・482・3771）
NPO法人ふれあいネットはやしま・渡辺

（緯090・4145・2374）
□「ふれあいネットはやしま」では賛助会員を募集中！
賛助会費 個人、団体ともに１口1,000円
※あわせて会員も募集中です。詳しくは問い合わせてください。

申 問

開催場所講師講座名時間開催日

ゆるびの舎
２階研修室

ＮＰＯ法人
まちづくり推進機構
岡山 代表理事
徳田 恭子 氏

家庭でできる
防災対策14：00〜3月１2日（土）

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
B
S

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授

業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。働
き
な
が
ら

学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
、様
々
な
目
的
で
幅
広
い

世
代
、職
業
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

◇
１５
歳
以
上
の
人
な
ら

１
科
目
か
ら
学

習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生
と
し

て
入
学
で
き
ま
す
。

◇
１８
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち

の
人
な
ら

入
学
試
験
は
な
く
、全
科
履

修
生
と
し
て
入
学
で
き
、４
年
以
上
在
学
し

て
、１
２
４
単
位
を
修
得
し
卒
業
す
る
と
、

学
士（
教
養
）の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

◇
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い
人

に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」を
実

施
し
て
い
ま
す
。

出
願
期
間

第
１
回

２
月
２９
日（
月
）ま
で

第
２
回

３
月
２０
日（
日
）ま
で

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
左
記
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
６
・
２
５
４
・
９
２
４
０
）

http://w
w
w
.o
uj.ac.jp

問 放
送
大
学

平
成
28
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

ʣ͕ݿ༥ެۚࡦҭϩʔϯʯʢ೔ຊ੓ڭͷࠃΛʮۚࢿҭڭΜͷ͞ࢠ͓ αϙʔτ！

高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対象とした公的な融資制度です。
【融 資 額】 お子さん1人あたり350万円以内
【金 利】 年2.05％ 固定金利 （平成27年11月10日現在）

※母子家庭、父子家庭または世帯収入（所得）200万円（122万円）以内の人は年1.65％
【返済期間】 15年以内

（交通遺児家庭、母子家庭、父子家庭または世帯収入（所得）200万円（122万円）以内の人は18年以内）
【使いみち】 入学金、授業料、教科書代、アパート・マンションの敷金・家賃など
【返済方法】 毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済も可能）
【保 証】（公財）教育資金融資保証基金（連帯保証人による保証も可能）

教育ローンコールセンター（☎0570・008656（ナビダイヤル）または03・5321・8656）問

日
時

３
月
７
日（
月
）か
ら
６
回

場
所

倉
敷
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

内
容

安
心
安
全
の
登
山
の
基
礎
知
識
と

実
技
が
学
べ
ま
す（
２
月
２０
日
鬼
ノ
城

で
読
図
ハ
イ
ク
も
実
施
）

参
加
費

３,
０
０
０
円

倉
敷
ハ
イ
キ
ン
グ
倶
楽
部

能
瀬

（
☎
０
８
０
・
６
３
０
４
・
５
８
７
６
）

問



必必必必必必必必必必必必ずずずずずずずずずずずず必ずチチチチチチチチチチチチチェェェェェェェェェェェェェッッッッッッッッッッッッックククククククククククク最最最最最最最最最最最最低低低低低低低低低低低低賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃金金金金金金金金金金金金！！！！！！！！！！！！使使使使使使使使使使使使用用用用用用用用用用用用者者者者者者者者者者者者もももももももももももも、、、、、、、、、、、、労労労労労労労労労労労労働働働働働働働働働働働働ク最低賃金！使用者も、労働者者者者者者者者者者者者者もももももももももももも。。。。。。。。。。。。も。
発効日時間額地域別最低賃金

平成27年10月 2日735円岡山県最低賃金
発効日時間額特定最低賃金（岡山県内）

平成27年12月 4日858円耐 火 物 製 造 業

平成27年12月 2日874円鉄 鋼 業

平成27年12月18日851円
空気圧縮機・ガス圧縮機・送風機、家庭用エレベータ、冷凍機・温湿調整装置、玉軸
受・ころ軸受、農業用機械、縫製機械、生活関連産業用機械、基礎素材産業用機械、
半導体・フラットパネルディスプレイ製造装置、真空装置・真空機器、他に分類され
ない生産用機械・同部分品、事務用機械器具、サービス用・娯楽用機械器具製造業

平成27年11月26日787円電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業

平成27年12月12日839円自 動 車・同 附 属 品 製 造 業

平成27年12月18日869円船舶製造・修理業，舶用機関製造業

平成27年12月 5日794円各 種 商 品 小 売 業

詳しくは、下記へ問い合わせてください。

岡山労働局労働基準部賃金室 （緯086・225・2014）問

南の島で国際交流４０周年記念
ちびっこ探険学校ヨロン島
公益財団法人国際青少年研修協会（内閣府公益認定等委員会認定）では、『第40回ちびっこ探険学校ヨロン

島』の参加者を全国から募集しています。沖縄に近い南の島『ヨロン島』のサンゴ礁の海と美しい自然の中で、
全国から参加する仲間との共同生活や、様々な野外活動を通してお互いに協力し助け合う楽しさを学ぶこと
ができます。また在日外国人小学生と活動・生活を共にすることで、言語や習慣を越えて友情を深め、国際感覚
を身に付ける第一歩とします。
今年は40周年を迎え、株式会社タカラトミーの協力により、40周年特別プログ
ラムとして、ヨロン島全土をボードにしたリアル人生ゲームを行います。
今年の春休みは、日本全国から参加する沢山の日本人や外国人のお友達と一緒に、
想い出に残る楽しい体験をしに暖かな南の島『ヨロン島』に行きませんか？

期 間 3月26日（土）〜4月1日（金）
6泊7日
※奄美諸島（奄美大島、徳之島、沖永良部島）
から参加の人は3月27日（日）〜3月31日（木）

場 所 鹿児島県大島郡与論町
説明会 無料／自由参加

※説明日時・会場については下記へ問い合
せてください。

定 員 日本人小学生200名
在日外国人小学生100名
（小学2年生〜6年生：平成28年2月末現在）

締 切 3月4日（金）
参加費 136，000円

（岡山空港発着）
詳しくは、下記へ問い合わせてください。

公益財団法人 国際青少年研修協会

〒141−0031 東京都品川区西五反田7−15−4

第三花田ビル4階

（☎03・6417・9721）（胃03・6417・9724）

死info@kskk.or.jp

ホームページ http://www/kskk/or/jp

問

参加者募集
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俳
句
・
短
歌

あ
を
あ
を
と
水
の
暮
れ
ゆ
き
枯
蓮

石
井

宏
幸

は
ち
す

水
が
し
っ
か
り
あ
る
と
言
う
こ
と
は
、お
そ
ら
く
濠

で
あ
ろ
う
。冬
の
冷
た
く
青
々
と
し
た
濠
に
、折
れ
た
矢

が
突
き
刺
さ
っ
た
よ
う
に
残
っ
て
い
る
枯
蓮
に
夕
暮
れ

が
迫
る
。水
の
色
は
深
ま
り
、枯
蓮
は
シ
ル
エ
ッ
ト
と
な

っ
て
ゆ
く
。

小
走
り
の
僧
の
出
入
り
や
花
八
手

郷
原

和
美

年
末
は
忙
し
さ
の
あ
ま
り
先
生
さ
え
走
り
出
す
の
で

「
師
走
」と
か
。こ
こ
で
は
お
坊
さ
ん
が
走
っ
て
い
る
句
。

年
末
の
行
事
で
僧
が
慌
し
く
出
入
り
し
て
い
る
。い
つ

に
な
い
状
況
を
八
手
の
花
が
見
つ
め
て
い
る
か
の
よ
う

で
あ
る
。

我
儘
を
言
へ
る
夫
な
き
寒
さ
か
な

大
崎

弘
子

人
は
誰
し
も
、と
き
に
我
儘
を
言
い
た
い
こ
と
も
あ

る
。亡
く
な
っ
た
主
人
に
は
我
儘
を
言
っ
た
し
愚
痴
も

聞
い
て
も
ら
え
た
。今
は
寂
し
さ
に
耐
え
ね
ば
な
ら
な

い
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
。

用
水
を
覆
ふ
川
霧
い
つ
の
ま
に
か
わ
れ
を
も
包
む
晩

秋
の
朝

岡
本

稔
子

遣
新
羅
使
人
ら
が
行
き
し

け
ん

し

ら
ぎ

し

じ
ん

多
麻
の

た

ま

浦う
ら

鶴
鳴
き
渡
る
と

た
づ

歌
に
詠
み
た
る

川
上

安
代

光
あ
ふ
る
る
「
神
戸
ル
ミ
ナ
リ
エ
」
こ
と
し
も
ま
た

鎮
魂
の
歌
流
れ
て
ゐ
た
り

篠
田

邦
子

神
龍
湖
を
観
光
船
で
廻
り
ゆ
く
湖
面
に
紅
葉
の
映
ゆ

る
を
見
つ
つ

鈴
木

信
子

起
き
抜
け
に
両
眼
に
三
種
類
の
目
薬
を
さ
し
て
私
の

今
日
が
始
ま
る

田
中
美
代
子

出
雲
路
に
つ
は
ぶ
き
の
黄
の
花
多
し
区
切
ら
れ
し
家

を
囲
む
ご
と
咲
く

溝
手

和
子

早
島
の
健
康
支
援
の
商
品
券
コ
ン
ビ
ニ
の
お
で
ん
を

夫
と
食
べ
を
り

安
原

敏
子

秋
草
の
打
ち
拉
が
れ
し
丘
を
行
く
こ
こ
が
か
つ
て
の

ひ
し

邪
馬
台
国
と
い
ふ

安
原

知
子

▽
撰
者
詠
草

沙
弥
の
山
の
あ
え
か
に
青
き
嫁
菜
の
こ
と
も
食
ひ
物

と
て
詠
み
し
柿
本
人
麻
呂

＊
ど
な
た
で
も「
一
首
か
ら
五
首
ま
で
」お
持
ち
く
だ
さ
れ

ば
参
加
で
き
ま
す
。

＊
短
歌
会
は
奇
数
月
は
第
三
土
曜
日
、偶
数
月
は
第
四
土

曜
日
い
ず
れ
も
９
時
３０
分
か
ら

３０

１２
時
ま
で
で
す
。

＊
３
市
町
合
同
短
歌
会
を
３
月
下
旬
に
開
催
予
定
の
た
め
、

３
月
１５
日（
火
）ま
で
に
短
歌
募
集
。一
人
一
首（
葉
書
き

１
枚
に
一
首
）

＊
講
師

小
見
山

輝

氏

＊
問
い
合
わ
せ

安
原（
☎

0
8
6
・
4
8
2
・
1
8
0
8
）

一
篇
の
詩
一
片
の
散
紅
葉

豊
澤

武

窓
越
し
に
鳥
と
目
の
合
ふ
冬
日
和

石
井
美
由
紀

名
も
知
ら
ぬ
茸
づ
く
し
や
山
の
宿

佐
野

緑

商
ひ
を
閉
め
て
も
飾
る
熊
手
か
な

佐
藤

寛

干
し
物
の
は
や
冷
た
き
を
畳
み
け
り

中
村

清
子

著
ぶ
く
れ
の
体
を
斜
に
昇
降
機

坪
井

信
幸

き

は
す

紅
葉
散
る
日
向
日
陰
に
嵩
違
へ

佐
藤
惠
美
子

た
が

ボ
ン
ペ
イ
の
遺
跡
冷
た
き
大
理
石

滝
沢

寿
子

冬
菊
の
香
を
束
ね
起
し
け
り

筑
後

道
明

後
戻
り
出
来
ぬ
人
生
日
記
果
つ

谷
水

勝
利

小
春
日
や
猫
に
つ
ら
れ
て
大
欠
伸

青
葉

恵
子

待
つ
よ
り
も
会
ひ
に
出
か
け
る
小
春
か
な

坪
井
日
出
夫

▽
石
井
宏
幸
特
選
三
句

地
に
着
い
て
朴
の
落
葉
の
反
り
返
る

郷
原

和
美

ほ
お

白
息
を
吐
く
も
言
葉
の
見
つ
か
ら
ず

石
井
美
由
紀

商
ひ
を
閉
め
て
も
飾
る
熊
手
か
な

佐
藤

寛

＊
毎
月
第
二
日
曜
日
１３
時
１３

３０
分
か
ら
中
央
公
民
館
で
句

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

＊
俳
句
は
五
・
七
・
五
で
あ
る
こ
と
、季
語
が
入
っ
て
い

る
こ
と
が
約
束
で
す
。

＊
ど
な
た
で
も
十
句
を
用
意
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ

坪
井（
☎

0
8
6
・
4
8
3
・
2
1
5
7
）

筑
後（
☎

0
8
6
・
4
8
2
・
2
3
3
9
）

第
４
７
６
回
早
島
俳
壇
定
例
句
会
作
品

坪
井
日
出
夫
選

早
島
短
歌
会
十
二
月
詠
草

小
見
山

輝
選
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島
交
番
自
主
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
は
、犯

罪
が
増
え
る
歳
末
に
あ
わ

せ
て
１２
月
１２

１６
日
〜

１２

１６

２８
日
に

年
末
特
別
警
戒
を
行
い
、

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車

に
よ
る
夜
間
巡
回
を
行
い

ま
し
た
。１６
日
に
は
、早
島

町
役
場
に
て
出
発
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

６
台
の
青
パ
ト
と
１６
名

青
パ
ト
に
よ
る
年
末
特
別
警
戒

早
島
交
番
自
主
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

の
隊
員
が
集
合
し
、中
川

和
久
隊
長
の
あ
い
さ
つ
等

の
後
、倉
敷
警
察
署
山
本

地
域
安
全
官
の
出
発
合
図

の
も
と
、町
内
の
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
、防
犯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
町

内
で
活
動
し
て
お
り
、青

パ
ト
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
っ
て
い
ま
す
。

月
２９
日
、細
川
詩

心
さ
ん（
早
島
小

２
年
）が
児
島
武
道
館
で

行
わ
れ
た
第
４５
回
創
立
記

念
柔
道
大
会
へ
出
場
し
、

２
年
生
２８
㎏
以
下
の
部
で

見
事
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。大
会
中
は
、厳
し
い

試
合
が
続
き
ま
し
た
が
、

日
頃
の
鍛
錬
に
よ
り
磨
か

れ
た
心
と
技
と
体
で
ピ
ン

第
４５
回
創
立
記
念
柔
道
大
会
で
優
勝

細
川
詩
心
さ
ん（
早
島
小
２
年
）

チ
で
も
諦
め
る
こ
と
な
く

頑
張
り
、勝
利
を
勝
ち
と

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

興
除
少
年
柔
道
教
室
は
、

興
除
中
学
校
柔
剣
道
場
で

練
習
を
し
て
い
ま
す
。見

学
・
体
験
も
出
来
る
の
で

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

練
習
日
水
・
木
・
土
曜
日

１９：１９

００
〜

１９

００

２０：

１９

００

２０

３０

月
２３
日
井
原
市

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
公

園
で
開
催
さ
れ
た
井
原

フ
レ
ン
ド
カ
ッ
プ
に
６

年
生
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

み
ご
と
優
勝
し
ま
し
た
。

準
決
勝
で
は
宿
敵
御
野

を
破
り
そ
の
勢
い
の
ま

ま
決
勝
の
井
原
ル
ー
キ

ー
ズ
戦
に
臨
み
ま
し
た
。

同
点
と
な
り
タ
イ
ブ
レ

ー
ク
と
な
り
ま
し
た
が
、

最
後
ま
で
粘
り
強
く
戦
い

井
原
フ
レ
ン
ド
カ
ッ
プ

優
勝
！

２-

１
で
勝
利
し
ま

し
た
。選
手
・
指
導

者
・
保
護
者
が
一
丸

と
な
っ
て
勝
ち
と
っ

た
５
度
目
の
優
勝
で

す
。歓
喜
の
拍
手
の

中
、何
よ
り
選
手
た

ち
の
誇
ら
し
げ
な
笑

顔
が
ま
ぶ
し
か
っ
た

で
す
。

た
く
さ
ん
の
応
援
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

月
5
日
久
米
南

町
民
運
動
公
園
で

開
催
さ
れ
た
第
9
回
全

日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
岡
山
県
予
選
会

に
5
年
生
チ
ー
ム（
4
年

生
含
む
）が
出
場
し
、初
戦

で
美
作
と
対
戦
し
ま
し
た

が
、惜
し
く
も
敗
れ
ま
し

た
。 春

季
全
国
大
会
県
予
選
会

健
闘
！

こ
れ
か
ら
早
島
ソ
フ
ト

を
引
っ
張
っ
て
い
く
チ

ー
ム
で
す
。ま
だ
ま
だ

成
長
過
程
で
す
。こ
の

悔
し
さ
を
バ
ネ
に
一
生

懸
命
練
習
し
て
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

馬
塩
整
骨
院

（
緯
０
８
６
・
２
８
１
・

４
３
５
５
）

問

早島ソフトボールスポーツ少年団の活躍

早１１

１１１２
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津
・
畑
岡
地
区
の

餅
つ
き
大
会
が
１２

月
６
日
に
行
わ
れ
、総
勢

約
１
５
０
人
も
の
多
く
の

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

朝
８
時
か
ら
自
治
会
を

中
心
に
、老
人
会
、子
ど
も

会
や
食
事
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
の
各
役
員
が
準
備
を

行
い
、親
睦
を
深
め
た
餅

つ
き
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

総
勢
１
５
０
人
が
参
加
し
て

長
津
・
畑
岡
地
区
で
餅
つ
き
大
会

島
中
学
校
サ
ッ
カ

ー
部
が
、１１
月
３

日
に
宮
山
グ
ラ
ン
ド
で
行

わ
れ
た
早
島
サ
ッ
カ
ー
少

年
団
主
催
の
８
８
８
サ
ッ

カ
ー
大
会
へ
参
加
し
ま
し

た
。部

員
ら
は
後
輩
や
先
輩

と
の
試
合
に
臨
む
か
た
わ

ら
、審
判
を
引
き
受
け
る

な
ど
大
会
運
営
ま
で
手
伝

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

第
８
８
８
サ
ッ
カ
ー
大
会

早
島
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
活
躍

空
手

白
蓮
会
館

第
６
回
雪
舟
杯
２
０
１
５
選
手
権
大
会
に
出
場
！

会
場
で
は
、中

川
真
寿
男
町
長
が

餅
を
つ
く
姿
も
見

ら
れ
、つ
き
た
て

の
お
餅
は
、全
家

庭
に
ふ
る
ま
わ
れ

ま
し
た
。

顧
問
の
先
生
、

部
員
の
皆
さ
ん
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
サ
ッ
カ
ー

少
年
団
と
早
島
中

学
校
サ
ッ
カ
ー
部

と
の
連
携
を
深
め
、

と
も
に
成
長
し
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

超幼年年長
小野 孔大くん優 勝

３年生中級
福島 茜さん準優勝

中学女子
武鑓 千里さん準優勝

６年生
佐藤 博正くん３ 位

佐藤和志くん、武鑓颯牙くん
がんばりました。

舟
ゆ
か
り
の
地
、総
社
で
の

大
会
が
、１１
月
１
日
に
き
び

じ
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

白
蓮
会
館
も
出
場
し
、み
ご
と
な
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

初
め
て
の
試
合
！
皆
の
応
援
が
う

れ
し
か
っ
た
。前
回
負
け
た
人
に
勝

っ
た
選
手
。ま
た
押
し
内
容
で
進
め

て
い
ま
し
た
が
、最
後
の
一
発
に
残

念
だ
っ
た
選
手
。道
場
生
皆
が
、気
持

ち
も
、技
術
も
何
か
つ
か
ん
だ
大
会

で
し
た
。全
体
的
に
、ハ
イ
レ
ベ
ル
な

試
合
で
し
た
。皆
で
応
援
し
あ
い
、有

意
義
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

空
手
道
の
教
を
実
践
し
、楽
し
み

な
が
ら
、日
々
精
進
し
て
い
ま
す
。ま

た
、“
護
身
練
胆
・
健
康
増
進
・
精
神
修

行
を
三
徳
と
し
心
身
と
も
に
本
当
の

強
さ
”を
追
及
し
て
い
ま
す
。

長早

雪
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月
６
日
、ゆ
る
び

の
舎
・
文
化
ホ
ー

ル
で「
早
島
ふ
る
さ
と
音

楽
祭
２
０
１
５
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
音
楽

祭
は
、２
０
１
３
年
に
ゆ

る
び
の
舎
開
館
１５
周
年
記

念
曲
と
し
て
作
曲
さ
れ
た

「
組
曲
ふ
る
さ
と
早
島
」の

発
表
の
場
と
し
て
開
催
さ

れ
、３
回
目
と
な
る
今
回

は
岡
山
県
出
身
の
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
奏
者
高
見
信
行

さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て

盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
第
１
部
は

高
見
さ
ん
と
倉
敷
ア
カ
デ

ミ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ

る
演
奏
で
始
ま
り
、第
２

部
に
町
内
文
化
グ
ル
ー
プ

３
団
体
に
よ
る
発
表
で
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披

露
、第
３
部
で「
組
曲
ふ
る

さ
と
早
島
」を
第
１
・
２
部

の
出
演
者
全
員
で
演
奏
し

早
島
ふ
る
さ
と
音
楽
祭
2
0
1
5

「
組
曲
ふ
る
さ
と
早
島
」を
歌
い
続
け
よ
う

ま
し
た
。

な
お
、今
回
演
奏
し
た

「
組
曲
ふ
る
さ
と
早
島
」は

高
見
さ
ん
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
・
倉
敷
ア
カ
デ
ミ
ー
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
の
弦
楽
器
演

奏
用
に
特
別
に
編
曲
さ
れ

た
も
の
で
、大
変
壮
大
で

豪
華
な「
組
曲
ふ
る
さ
と

早
島
」に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
早
島
の
良
い
と

こ
ろ
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

た「
組
曲
ふ
る
さ
と
早
島
」

を
歌
い
続
け
町
内
外
に
早

島
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
の
で
、ご
支
援
・
ご

声
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

今
回
演
奏
し
た「
組
曲

ふ
る
さ
と
早
島
」は
動
画

配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、

ゆ
る
び
の
舎
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

アンサンブル早島、倉敷アカデミーアンサンブル、さつきコーラス、早島少年少女合唱団、
早島中学校吹奏楽部 （五十音順）

早早島中学校吹奏楽早島中学校吹奏楽部部

▲さつきコーラス

▲コンサート前日には高見さんによる早島中
学校吹奏楽部に実演を交え熱の入ったワー
クショップを約2時間行いました

▲高見信行 with倉敷アカデミーアンサンブル

＜早島ふるさと音楽祭2015出演団体＞

▲早島少年少女合唱団

１２



HAYASHIMA 2015.725

平
成
２８
年
成
人
式

１１５
人
が
新
た
な
門
出民

総
合
会
館
ゆ
る
び
の
舎
で
１
月

１０
日
に
行
わ
れ
た
平
成

１０

２８
年
成
人

式
。１１５
名（
男
性

１１５

５６
名
、女
性

１１５

５６

５９
名
）が
新
成

人
と
し
て
新
た
な
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

式
典
で
は
、大
勢
の
保
護
者
が
見
守
る

中
、中
川
真
寿
男
町
長
、小
池
宏
治
議
長
、

徳
山
順
子
教
育
長
か
ら
心
温
ま
る
祝
辞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。町
か
ら
の
記
念
品
を
、

男
性
を
代
表
し
て
神
崎
大
地
さ
ん（
中

山
）が
、女
性
を
代
表
し
て
金
光
千
穂
さ

ん（
塩
津
）が
受
け
取
り
ま
し
た
。

ま
た
、新
成
人
を
代
表
し
て
田
邉
祐
樹

さ
ん（
塩
津
）が
、「
今
日
か
ら
は
社
会
の
一

員
と
し
て
、精
一
杯
社
会
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
で
す
」と
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

述
べ
ま
し
た
。

早
島
町
の
成
人
式
は
、実
行
委
員
会
を

組
織
し
て
企
画
・
運
営
さ
れ
て
お
り
、今
年

は
5
人
の
新
成
人
が
何
度
も
会
議
を
重
ね

て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。当
日
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、小
・
中
学
校
時
代
の

懐
か
し
い
写
真
を
使
っ
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ

ー
を
上
映
後
、恩
師
の
先
生
が
登
場
さ
れ
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
式
典
後
に
は
、会
場
を
移
し
て
茶

話
会
が
開
催
さ
れ
、恩
師
や
保
護
者
も
交

え
て
懐
か
し
い
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ

ま
し
た
。

家
族
や
恩
師
の
先
生
、そ
し
て
一
緒
に

大
き
く
な
っ
た
多
く
の
仲
間
と
過
ご
し
た

ふ
る
さ
と
早
島
で
の
成
人
式
の
一
日
は
、

二
十
歳
を
迎
え
た
新
成
人
た
ち
の
記
憶
に

刻
ま
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

新成人を代表してあいさつする

田邉 祐樹さん（塩津）
記念品を受け取る

金光 千穂さん（塩津）
記念品を受け取る

神崎 大地さん（中山）

今
年
の
早
島
町
成
人
式
の
対
象
者（
平

成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
８
年
４
月
１
日

生
ま
れ
で
、平
成
２７
年
２７

１２
月
１
日
現
在
に

早
島
町
に
住
民
票
の
あ
る
人
）で
当
日
出

席
で
き
な
か
っ
た
人
に
つ
い
て
は
、生
涯

学
習
課
で
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
す
。３

月
２７
日（
日
）ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課

（
緯
0
8
6
・
4
8
2
・
1
5
1
1
）

問

町
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■
E-m
ail
kikaku@

tow
n.hayashim

a.lg.jp
■
U
RL
http：

//w
w
w
.tow
n.hayashim

a.lg.jp

平
成
２８
年
2
月
１
日
発
行
（
通
巻

２８

１８９９
号
）

広
報
は
や
し
ま

●
月
号

2

■
編
集
・
発
行

早
島
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
企
画
課

〒
701-0303

岡
山
県
都
窪
郡
早
島
町
前
潟
360-1

■
TEL
086・

482・
0612

■
FAX

086・
482・

3405

学校教育課
緯086・483・2211ゆるびの舎13：00〜17：004日・18日・25日（木）教育相談

総務課
☎086・482・0611オアシス早島13：00〜14：009日（火）行政相談

健康福祉課
緯086・482・2483オアシス早島13：00〜14：009日（火）心配ごと相談・児童相談

町民課
緯086・482・2482

ゆるびの舎
２階集会室9：00〜12：0010日（水）人権相談

健康福祉課
緯086・482・2483栴檀の家13：00〜15：0010日（水）知的障がい者相談

税務課
☎086・482・2484町役場17：30〜20：0017日（水）・18日（木）夜間納税相談

健康福祉課
緯086・482・2483栴檀の家13：00〜14：0024日（水）こころの健康相談（要予約）

݄݄݄̎̎̎のののແແແྉྉྉ૬૬૬ஊஊஊ

ゆ
る
び
の
舎

狂
言

チケット
発売中

好
を
さ
せ
ら
れ
れ
ば
、い
よ
い
よ
飲
ん
で
や
ろ

う
」と
色
々
と
工
夫
を
重
ね
、つ
い
に
酒
に
あ
り

つ
き
ま
す
。二
人
が
騒
が
し
く
酒
宴
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
、用
事
を
終
え
た
主
人
が
戻
っ
て

き
て
…
。

「
蚊
相
撲
」

相
撲
の
流
行
し
た
時
代
。主
人
に
命
じ
ら
れ
、

街
道
に
出
向
い
た
太
郎
冠
者
が
相
撲
取
り（
と

自
称
す
る
が
実
は
、蚊
の
精
）と
出
会
う
。連
れ

帰
っ
た
が
相
手
が
な
く
、大
名
自
ら
組
み
合
う

が
、刺
さ
れ
て
先
手
を
取
ら
れ
る
。

ゆ
る
び
の
舎

（
緯
0
8
6
・
4
8
2
・
4
8
0
0
）

問

日

時
３
月
２６
日（
土
）

開
場
１３尺１３

３０

開
演
１４尺１４

００

会

場
ゆ
る
び
の
舎
・

文
化
ホ
ー
ル

入
場
料

一
般

１,
０
０
０
円

高
校
生
以
下

５
０
０
円

（
全
席
自
由
）

出

演

茂
山
千
五
郎
、茂
山
茂
、田
賀
屋
夙
生
、

井
口
竜
也
、島
田
洋
海

内

容第
一
部

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
子
ど
も
・
初
心
者
の
た
め
の
狂
言
入
門
教
室
）

第
二
部

狂
言
公
演

（
演
目

棒
し
ば
り
、蚊
相
撲
）

演
目
紹
介

「
棒
し
ば
り
」

主
人
が
留
守
に
な
る
と
、太
郎
冠
者
と
次
郎

冠
者
が
酒
蔵
の
酒
を
盗
み
飲
み
す
る
の
で
、次

郎
冠
者
を
棒
に
、太
郎
冠
者
を
後
ろ
手
に
戒
め

て
、主
人
は
出
掛
け
ま
す
。不
自
由
な
格
好
で
留

守
を
す
る
は
め
に
な
っ
た
二
人
は
、「
こ
ん
な
格

蚊相撲

開場前13時〜13時30分まで、
ＷＥＬＣＯＭＥコンサートを1階
エントランスホールで開催します。
内容
「伝統和楽器の魅力 箏＆鼓」
出演
まきこ＆しほ feat.さおり
曲目（予定）
TAKEFIVE・さくらさくら・六段・
砧
きぬた

ＷＥＬＣＯＭＥコンサート
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私
た
ち
の
暮
ら
す
早
島
町
は
、平
成　

年
２
月　

日
㈮
に
１
２
０
歳
の
誕

２８

２６

生
日
を
迎
え
ま
す
。早
島
町
は
、岡
山
市
と
倉
敷
市
の
間
に
あ
る
、岡
山
県
で

一
番
人
口
密
度
の
高
い
町
。こ
の
１
２
０
年
間
、ど
こ
の
町
や
市
と
も
合
併
す

る
こ
と
な
く
自
主
自
立
の
町
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
唯
一
の
町
で
す
。そ
し

て
、こ
の
自
主
自
立
の
歩
み
は
、そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の
町
へ
の
愛
着
や
誇
り

に
大
き
く
支
え
ら
れ
、現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

早
島
北
部
の
丘
陵
地
に
は
、
岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
す
る

流
通
業
務
団
地
が
立
地
し
、そ
の
南
に
連
な
る
丘
陵
地
は
団
地
と
し
て
開
発

さ
れ
、町
中
央
部
の
山
裾
に
は
、江
戸
時
代
か
ら
の
町
並
み
が
続
き
、そ
の
南

に
は
児
島
湾
干
拓
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る
田
園
が
広
が
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
か
つ
て
の
金
比
羅
往
来
は
、
国
道
２
号
と
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
に

姿
を
変
え
、早
島
は
今
も
昔
も
中
国
・
四
国
の
交
通
の
要
の
地
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
の
故
郷
早
島
は
、実
に
多
彩
な
顔
と
個
性
を
持
つ
キ

ラ
リ
と
光
る
町
で
す
。そ
し
て
、そ
こ
に
は
先
人
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
熱

い
想
い
と
不
断
の
努
力
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
が
１
２
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、こ
の
１
２
０
年
の
歩
み

を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
た
ど
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
制
施
行
１ 
２ 
０ 
周
年
記
念

平
成　

年
２
月　

日
㈮
は

２８

２６

早
島
町 
１ 
２ 
０
歳 
の 
誕
生
日

町並み  小浜（大正）

街並み  宮山から片田（大正）

御神幸  塩津付近（明治末）
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【
明
治
維
新
と
早
島
】

　

慶
応
４
年（
１
８
６
８
）鳥
羽
伏
見
の
戦

い
で
徳
川
幕
府
軍
が
敗
れ
る
と
、将
軍
の
直

属
で
あ
っ
た
旗
本
は
そ
の
旗
色
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。早
島
を
領
し

た
戸
川
家
も
決
し
て
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。早
島
戸
川
家
で
は
い
ち
早
く
朝
廷
の

沙
汰
が
あ
る
ま
で
領
地
を
残
ら
ず
朝
廷
に
預

け
る
と
い
う
証
書
を
岡
山
藩
に
預
け
、勤
王
の

意
を
表
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、　

代
戸
川 
安 
や
す

１３

 
宅 
は
朝
廷
の
太
政
官
か
ら
下
太
夫
に
任
じ
ら

い
えれ

本
領
を
安
堵
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、明
治

元
年（
１
８
６
８
）６
月
、戸
川
一
族
と
家

臣
は
、江
戸
を
離
れ
早
島
に
移
住
し
ま
し
た
。

　

一
方
帯
江
戸
川
家
は
、当
主 
安  
愛 
が
幕

や
す 
な
る

府
の
大
目
付
と
し
て
徳
川
慶
喜
と
と
も
に

大
阪
城
に
あ
り
、敗
戦
の
た
め
賊
軍
と
な

り
、帯
江
の
領
地
は
没
収
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、明
治
２
年（
１
８
６
９
）の
版

籍
奉
還
に
よ
り
早
島
は
倉
敷
県
の
管
轄
と

な
り
、領
地
を
失
っ
た
戸
川
安
宅
は
翌
明

治
３
年（
１
８
７
０
）２
月
、早
島
を
離
れ

東
京
に
旅
立
ち
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
明
治
４
年（
１
８
７
１
）の
廃
藩

置
県
で
早
島
は
深
津
県
の
管
轄
と
な
り
、

翌
５
年（
１
８
７
２
）に
深
津
県
は
小
田
県

と
改
称
し
、明
治
８
年（
１
８
７
５
）に
は

小
田
県
が
岡
山
県
と
合
併
し
、早
島
は
岡

山
県
の
管
轄
と
な
り
ま
し
た
。

【
早
島
町
の
成
立
】

　

江
戸
時
代
、旗
本
早
島
戸
川
家
が
治
め

た
村
は
、早
島
東
３
ヵ
村（
無
津
村
・
塩
津

村
・
市
場
村
）、早
島
西
３
ヵ
村（
塩
地
村
・

頓
行
村
・
長
津
村
）、金
田
村
、中
帯
江
村
、

中
庄
辻
村
、東
庄
村
、西
田
村
、高
須
賀
村
、

早
島
前
潟
村
、早
島
高
沼
村
、早
島
沖
新
田

村
の　

ヵ
村
に
及
び
ま
し
た
。現
在
の
町
域

１５

に
含
ま
れ
る
宮
崎
村
と
帯
江
前
潟
村
は
帯

江
領
、矢
尾
村
は
備
前
池
田
藩
に
属
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
村
の
内
、明
治
３
年（
１
８
７

０
）に
早
島
・
帯
江
領
の
前
潟
村
が
合
併
し

て
一
つ
の
前
潟
村
に
な
り
ま
し
た
。続
い
て

明
治
９
年（
１
８
７
６
）、東
西
の
早
島
村

と
金
田
村
、宮
崎
村
が
合
併
し
て
早
島
村

と
な
り
、明
治　

年（
１
８
８
８
）市
町
村

２１

制
が
公
布
さ
れ
た
翌
年
の
明
治　

年（
１

２２

８
８
９
）に
矢
尾
村
と
前
潟
村
が
早
島
村

に
合
併
し
、こ
れ
に
よ
っ
て
現
在
の
町
域
が

確
定
し
、都
宇
郡
早
島
村
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、明
治　

年（
１
８
９
６
）２
月　

２９

２６

日
に
町
制
を
施
行
し
、３
月
９
日
に
は
町
制

施
行
祝
賀
式
が
催
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
席
上
、

町
会
議
員
総
代
の
林
慎
七
郎
は「
官
省
の
命

あ
り
、村
を
改
め
て
町
と
為
す
。こ
こ
に
於
い
て

始
め
て
名
と
実
と
そ
の
全
て
を
得
。あ
あ
太
白

浮
か
ぶ
べ
き
な
り
、高
歌
唱
う
べ
き
な
り
」と

祝
詞
を
述
べ
、そ
の
喜
び
を
表
し
ま
し
た
。

矢尾村

早島村東分

早島村西分

無津村

塩津村

塩地村
長津村

前潟村

金田村

宮崎飛地

宮崎村
（帯江領）

市場村
頓行村

（国道2
号）

陣屋

早島駅早島駅早島駅

村から町へ

矢
　

尾
　

村

帯
江
前
潟
村

早
島
前
潟
村

宮
　

崎
　

村

金
　

田
　

村

早
島
村
西
分

早
島
村
東
分

早  島  町

明治3年
（1870）

明治9年
（1876）

明治22年
（1889）

明治29年
（1896）

早　島　村

早　島　村

前潟村

戸川安宅
（明治３年）

　　 早島知行所の御領
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県
内
で
は
明
治　

年
に
岡
山
が
市
制
を
、

２２

高
梁
・
津
山
が
町
制
を
施
行
し
、　

年
に
笠

２４

岡
・
倉
敷
が
町
制
を
施
行
し
ま
し
た
。早
島

が
町
制
を
施
行
し
た
明
治　

年
に
は
牛

２９

窓
・
下
津
井
・
茶
屋
町
・
妹
尾
・
井
原
・
総
社
・

足
守
・
新
見
・
勝
山
・
倉
敷（
英
田
）・
久
世
も

町
制
を
施
行
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、明
治　

年（
１
９
０
０
）に
都
宇

３３

郡
と
窪
屋
郡
が
合
併
し
て
都
窪
郡
と
な
り
、

明
治　

年（
大
正
元
年
）に
は
小
学
校
前
に

４５

町
役
場
が
完
成
し
ま
し
た
。こ
の
洋
風
２

階
建
て
の
シ
ン
プ
ル
で
モ
ダ
ン
な
庁
舎
は
、

昭
和　

年
に
現
庁
舎
が
建
設
さ
れ
る
ま
で

６２

の　

余
年
に
わ
た
り
、行
政
の
中
心
と
し

７０
て
町
の
移
り
変
わ
り
を
見
守
っ
て
き
ま
し

た
。

【
早
島
の
近
代
化
】

 
花
ご
ざ
工
場
の
隆
盛

　

明
治
政
府
は
、「
富
国
強
兵
」「
殖
産
興

業
」を
合
言
葉
に
近
代
化
を
進
め
ま
し
た
が
、

早
島
も
例
外
で
は
な
く
、そ
の
先
が
け
と
な

っ
た
の
は
イ
草
産
業
で
し
た
。

　

町
内
に
は「
早
島
物
産
株
式
会
社
」や

「
早
島
名
産
株
式
会
社
」な
ど
の
織
機
数
十

台
を
備
え
る
花
ご
ざ
工
場
が
設
立
さ
れ
、

中
で
も
早
島
物
産
株
式
会
社
は
、明
治　
２９

年
に
は
織
機
１
２
７
台
を
備
え
る
県
内
第

宇野線開通記念大売出し（綱島商店）（明治４３年）

 早島物産株式会社（明治２８年）

２
位
の
規
模
を
誇
り
ま
し
た
。そ
し
て
、こ

れ
ら
の
工
場
で
生
産
さ
れ
た
花
ご
ざ
は
、

主
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
輸
出
さ
れ
、日

本
の
主
要
輸
出
品
の
ベ
ス
ト　

の
内
に
入

１０

る
な
ど
政
府
の「
富
国
強
兵
、殖
産
興
業
」

政
策
を
支
え
ま
し
た
。

 
宇
野
線
の
開
通

　

江
戸
時
代
、物
流
の
主
役
は
船
で
し
た
が
、

明
治
５
年（
１
８
７
２
）新
橋
、横
浜
間
の

鉄
道
が
開
業
す
る
と
ま
た
た
く
間
に
鉄
路

は
延
び
、明
治　

年
に
は
山
陽
鉄
道
が
開

２４

通
し
、岡
山
も
鉄
道
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

　

明
治　

年
、山
陽
鉄
道
が
国
有
化
さ
れ

３９

た
の
を
機
に
、四
国
へ
の
連
絡
路
と
し
て
宇

野
線
敷
設
計
画
が
具
体
化
し
、沿
線
の
各

町
村
で
は
駅
誘
致
運
動
が
強
力
に
進
め
ら

れ
ま
し
た
。当
初
の
敷
設
計
画
は
妹
尾
か

ら
直
接
彦
崎
に
至
る
も
の
で
し
た
が
、早
島

町
で
は
、特
産
の
畳
表
や
花
ご
ざ
を
速
く

大
量
に
輸
送
す
る
た
め
に
は
、駅
の
設
置

が
不
可
欠
で
あ
る
と
猛
烈
な
誘
致
運
動
を

展
開
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、宇
野
線
は
妹

尾
か
ら
大
き
く
迂
回
し
早
島
、茶
屋
町
を

経
由
し
て
彦
崎
に
至
る
現
在
の
ル
ー
ト
に

決
定
し
ま
し
た
。工
事
は
明
治　

年
に
始

４０

ま
り
、明
治　

年
６
月
に
完
成
、宇
野
線
の

４３

開
通
に
よ
り
、早
島
は
岡
山
、関
西
方
面
、

ま
た
四
国
と
直
接
つ
な
が
り
、人
々
の
生
活

圏
、商
業
圏
は
大
き
く
拡
大
し
ま
し
た
。

旧町役場（明治４５年・大正元年）
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【
変
わ
り
ゆ
く
早
島
】

 
戦
時
の
早
島

　

昭
和
に
な
る
と
町
民
の
悲
願
で
あ
っ
た

上
水
道
工
事
が
昭
和
６
年（
１
９
３
１
）に

完
成
、昭
和　

年
に
は
岡
山
県
イ
草
試
験

１１

場
の
町
内
設
置
が
決
ま
る
な
ど
、明
る
い
話

題
が
あ
っ
た
一
方
で
、戦
争
の
足
音
は
人
々

の
生
活
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
９
月
、早
島
町
で
も
防
空
演

１１

習
が
初
め
て
実
施
さ
れ
、昭
和　

年
に
は
町

１３

出
身
の
出
征
兵
士
に
送
る「
早
島
新
報
」が

発
刊
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、同
年
政
府
は
金
属

資
源
の
不
足
を
補
う
た
め
、金
属
類
の
供
出

を
人
々
に
呼
び
か
け
、昭
和　

年
に
は
町
内

１７

の
寺
院
の
梵
鐘
な
ど
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。　

　

昭
和
６
年
の
満
州
事
変
か
ら
昭
和　

年
２０

の
終
戦
ま
で
の　

年
間
に
及
ぶ
戦
争
で
多

１５

く
の
人
が
異
国
に
倒
れ
、故
郷
早
島
の
地
を

二
度
と
踏
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

早
島
の
戦
後
は
、こ
う
し
た
人
々
の
犠
牲
の

上
に
築
か
れ
た
こ
と
を
私
た
ち
は
、忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

 
戦
後
の
改
革

　

戦
後
を
迎
え
、農
地
改
革
や
新
教
育
制

度
の
発
足
な
ど
日
本
の
民
主
化
は
急
速
に

進
め
ら
れ
ま
し
た
。早
島
町
で
も
昭
和　
２６

年
ま
で
に
小
作
地
の
買
収
譲
渡
が
進
み
、

昭
和　

年
に
全
町
の　

％
を
占
め
て
い
た

２０

６１

小
作
地
は
、昭
和　

年
に
は　

％
に
ま
で

２６

１７

激
減
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、教
育
改
革
に
よ
り
、各
市
町
村
に

中
学
校
の
設
置
が
決
ま
り
ま
し
た
。早
島

町
で
は
昭
和　

年
４
月
小
学
校
の
一
部
校

２１

舎
を
借
用
し
、早
島
中
学
校
の
始
業
式
が

行
わ
れ
、昭
和　

年
に
は
現
在
の
地
に
早

２３

島
中
学
校
が
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

　 
イ
草
産
業
の
盛
衰

　

戦
時
中
、イ
草
は
不
急
作
物
に
指
定
さ

れ
、栽
培
を
制
限
さ
れ
ま
し
た
が
、指
定
が
解

除
さ
れ
る
と
昭
和　

年
に
は
戦
前
の
水
準
を

２６

回
復
。昭
和　

年
に
は「
第
２
回
岡
山
県
い

２８

業
祭
」が
早
島
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
く
早
島
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
町
民
に

親
し
ま
れ
た「
畳
表
早
島
」の
ネ
オ
ン
サ
イ

ン
が
建
て
ら
れ
た
の
も
こ
の
時
で
し
た
。そ

し
て
、昭
和　

年
に
は
岡
山
県
の
イ
草
の
作

３９

付
面
積
は
戦
後
最
高
の
５ ,
５
４
８
盾
、全

国
栽
培
面
積
の　

％
を
占
め
、早
島
で
も

４５

１
１
６
盾
が
栽
培
さ
れ
早
島
の
町
は
イ
草

の
緑 
の
絨
毯
一 
色
に
彩
ら
れ
ま
し
た
。

じ
ゅ
う
た
ん

　

し
か
し
、昭
和　

年
代
に
な
る
と
、人
々
の

４０

生
活
様
式
の
変
化
や
、水
島
臨
海
工
業
地

帯
に
労
働
力
が
吸
収
さ
れ
る
な
ど
、イ
草

の
栽
培
農
家
は
し
だ
い
に
減
少
し
、昭
和

　

年
代
に
入
る
と
激
減
し
て
い
き
ま
し
た
。

５０

上水道工事（片田） 
昭和５年

ゆかりの作業の様子  昭和３０年代

城山ネオンサイン
昭和２８年建設
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国
道
２
号
線
バ
イ
パ 
ス
建
設

２号線バイパス工事（昭和４４年）

早島イ ンターチェンジの工事（昭和６１年）

　

町
を
東
西
に
貫
く
国
道
２
号
は
陸
の
大

動
脈
と
し
て
、人
々
の
生
活
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
大
き
な
役
割
を
は
た
し
て
い
ま

す
。そ
し
て
、こ
の
一
筋
の
道
路
が
早
島
に

大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、ご

承
知
の
と
お
り
で
す
。

　

山
陽
本
線
に
ほ
ぼ
並
行
し
て
走
る
当
時

の
国
道
２
号（
現
県
道
１
６
２
号
）は
、昭

和　

年
代
後
半
に
な
る
と
岡
山
・
倉
敷
間

３０
の
混
雑
が
問
題
と
な
り
、建
設
省
は
岡
山

バ
イ
パ
ス
の
建
設
を
計
画
、昭
和　

年
か

３６

ら
調
査
と
設
計
に
着
手
し
ま
し
た
。第
１

期
工
事
は
岡
山
市
三
蟠
か
ら
倉
敷
市
中
島

ま
で
の　

キ
ロ
の
建
設
を
計
画
し
、昭
和

２３

　

年
か
ら
用
地
買
収
に
と
り
か
か
り
ま
し

３９た
。早
島
、妹
尾
、福
田
の
用
地
買
収
は
昭

和　

年
秋
か
ら
進
め
ら
れ
、翌
春
に
は
ほ

４１
ぼ
交
渉
が
妥
結
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昭
和　

年
４
月　

日
、妹
尾
町

４５

２３

高
尾
か
ら
早
島
町
金
田
ま
で
の
５
．４
キ

ロ
、片
側
２
車
線
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

国
道
２
号
線
バ
イ
パ
ス
の
建
設
と
と
も

に
、町
の
丘
陵
部
の
宅
地
開
発
も
急
速
に

進
め
ら
れ
、昭
和　

年
に
は
真
磯
台
と
日

４４

笠
山
が
、翌　

年
に
は
備
南
台
、若
宮
、中

４５

山
団
地
の
造
成
が
始
ま
り
、そ
の
結
果
人

口
も
し
だ
い
に
増
加
し
、昭
和　

年
に
は

５３

１
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

国
道
２
号
線
バ
イ
パ
ス
の
開
通
と
団
地

の
造
成
に
よ
り
早
島
は
倉
敷
・
岡
山
の
ベ

ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と

に
な
り
、多
く
の
人
々
を
町
民
と
し
て
迎

え
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、

新
た
に
町
民
と
な
っ
た
人
々
と
の
一
体
感

や
連
帯
感
を
育
む
た
め
、中
央
公
民
館
を

中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

が
行
わ
れ
、昭
和　

年
代
に
は
、数
多
く
の

５０

社
会
教
育
施
設
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
が

整
備
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

  
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
対 
応

　

ま
た
、昭
和　

年
代
後
半
に
は
、岡
山
県

５０

総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
や
瀬
戸
中
央
自
動
車

道
早
島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
工
事
も
始

ま
り
、早
島
は
交
通
・
流
通
の
要
衝
の
町
へ

と
大
き
な
変
化
を
と
げ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

昭
和　

年
代
に
入
る
と
、こ
れ
ら
の
大

６０

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
完
成
し
、早
島
町
は

名
実
と
も
に
中
国
・
四
国
地
方
の
広
域
交

通
・
流
通
の
拠
点
と
し
て
大
き
な
脚
光
を

浴
び
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
社
会
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、

早
島
町
は
下
水
道
な
ど
の
社
会
基
盤
の
整

備
に
重
点
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、教

早島町役場周辺未来予想図
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育
、文
化
施
設
の
充
実
を
図
り
、平
成　

年
１０

に
は
芸
術
文
化
活
動
の
拠
点
と
な
る
早
島

町
町
民
総
合
会
館（
ゆ
る
び
の
舎
）を
建
設

し
ま
し
た
。

 
自
主
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

　

一
方
、地
方
自
治
を
巡
る
環
境
も
大
き

く
変
化
し
、平
成　

年
に
は
、小
泉
内
閣
の

１４

も
と
で
三
位
一
体
の
改
革
と
市
町
村
合
併

の
嵐
の
中
、早
島
町
は
自
主
自
立
の
ま
ち

づ
く
り
を
選
択
し
ま
し
た
。そ
し
て
、こ
の

自
主
自
立
の
歩
み
を
確
か
な
も
の
に
す
る

た
め
、平
成　

年
に
ま
ち
づ
く
り
の
理
念

１７

と
な
る「
早
島
町
ま
ち
づ
く
り
憲
章
」を
、

平
成　

年
に
は
第
４
次
早
島
町
総
合
計
画

２３

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、平
成　

年
３
月
に
は
、ま
ち
づ

２７

く
り
の
基
本
目
標
を「
潤
い
と
活
力
が
暮

ら
し
を
彩
る
く
つ
ろ
ぎ
の
ま
ち
」「
都
市
の

機
能
と
人
の
つ
な
が
り
が
安
全
と
安
心
を

支
え
る
ま
ち
」「
地
域
と
と
も
に
学
び
育
む

次
代
を
担
う
人
づ
く
り
の
ま
ち
」「
心
豊
か

に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
や
す
ら
ぎ
の
ま

ち
」「
町
民
と
と
も
に
つ
く
る
開
か
れ
た
ま

ち
」と
し
た
改
訂
第
４
次
早
島
町
総
合
計

画
を
策
定
し
、新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
早
期
に
待
機
児
童
の
解
消

２８

を
図
り
、続
い
て
幼
稚
園
、保
育
園
の
保
育

料
の
段
階
的
な
無
料
化
を
行
い
ま
す
。将

来
は
早
島
駅
前
バ
イ
パ
ス
線
の
開
通
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
本
年
は
、町
制
施
行
１
２
０
周
年

を
迎
え
る
記
念
の
年
で
す
。今
後
さ
ま
ざ

ま
な
記
念
事
業
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
行
う
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。１
２
０

年
の
節
目
の
時
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
祝
い
ま
し
ょ
う
。

　

町
は
、教
育
・
子
育
て
・
医
療
・
福
祉
・
防

犯
、防
災
や
行
財
政
改
革
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
展
開
し
、町
民
の
皆
さ
ん
が
豊

か
さ
と
幸
福
感
を
実
感
で
き
、い
つ
ま
で

も
住
み
続
け
た
い
町
早
島
の
実
現
を
図
り

ま
す
。そ
の
た
め
に
次
の
４
つ
の
基
本
方

針「
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
き
や
す
い
環

境
の
実
現
」「
住
み
慣
れ
た
町
で
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
の
で
き
る
町
」「
防
災
・
防
犯
・
交

通
安
全
対
策
を
進
め
、安
全
な
早
島
町
に
」

「
持
続
可
能
な
地
域
の
創
造
、女
性
の
力
の

活
用
」を
定
め
て
い
ま
す
。

誰
も
が
豊
か
さ
と
幸
福
感
を
実
感
で
き
、

住
み
続
け
た
い
町
早
島
の
実
現
を
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北川丸遭難の山陽新聞号外 米騒動の様子を伝える日誌（大正７年）

 
米
騒
動
と
早
島

　

大
正
７
年（
１
９
１
８
）７
月　

日
、米

２２

の
高
騰
に
苦
し
む
富
山
県
魚
津
の
漁
師
の

主
婦
た
ち
の
抗
議
行
動
に
始
ま
る
米
騒
動

は
、ま
た
た
く
間
に
全
国
に
広
が
り
ま
し

た
。岡
山
県
で
も
８
月
８
日
に
真
庭
郡
落

合
町
が
発
端
と
な
り
、８
月　

日
に
は
倉

１０

敷
に
飛
び
火
し
、早
島
も
翌
８
月　

日
未

１１

明
、町
内
の
電
柱
や
家
の
塀
や
壁
に「
午
後

８
時
を
期
し
て
国
鉾
山
に
お
い
て
町
民
大

会
を
開
く
」と
の
掲
示
が
貼
り
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
時
の
様
子
を「
山
陽
新
報
」は
次
の
よ

う
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

「
備
中
都
窪
郡
早
島
町
で
は　

日
夜
国

１１

鉾
山
で
町
民
大
会
を
開
催
さ
れ
、２
千
余

名
が
集
ま
り
、町
内
の
不
正
米
商
を
襲
え

と
殺
気
立
っ
て
い
た
。夜　

時
頃
に
な
り
群

１１

集
は
山
を
下
り
、町
内
の
米
穀
商
を
次
々
と

襲
撃
し
、表
戸
を
打
破
し
米
や
家
財
を
路

上
打
散
し
大
暴
行
を
加
え
た
。急
報
に
よ

り
警
官
多
数
が
出
張
し
、鎮
撫
に
努
め
た
。

し
か
し
容
易
に
解
散
せ
ず
無
政
府
状
態
で

あ
っ
た
が
、　

日
午
前
３
時
頃
に
漸
く
解

１２

散
し
た
。岡
山
地
方
裁
判
所
の
田
中
検
事

及
寺
尾
保
安
課
長
は
暴
行
実
地
検
証
と
し

て　

日
同
町
に
急
行
し
た
」

１２

　

教
科
書
に
必
ず
出
て
く
る「
米
騒
動
」で

す
が
、実
は
早
島
で
も
こ
う
し
た
騒
動
が

あ
っ
た
の
で
す
。

 
北
川
丸
の
遭
難

　

昭
和　

年
４
月　

日
午
後
２
時
過
ぎ
、

３２

１２

北
川
丸
遭
難
の
第
一
報
が
尾
道
か
ら
早
島

町
役
場
に
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。４
月　
１２

日
午
後
０
時　

分
、芸
備
商
船
所
属
の
定

４０

期
船
第
五
北
川
丸
が
三
原
市
佐
々
木
島
沖

で
操
船
ミ
ス
の
た
め
岩
礁
に
接
触
し
座
礁

転
覆
。死
者
、行
方
不
明
百
余
人
と
い
う
大

惨
事
が
お
こ
り
ま
し
た
。し
か
も
、こ
の
船

に
は
総
社
・
笠
岡
な
ど
岡
山
県
か
ら
の
団

体
客
が
多
数
乗
船
し
て
お
り
、そ
の
中
に

春
の
慰
安
旅
行
に
出
か
け
た
早
島
の
イ
業

関
係
者　

名
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。　

４６

　

こ
の
日
、早
島
町
藺
製
品
協
同
組
合
関

係
者　

名
を
乗
せ
た
バ
ス
は
、桜
の
名
所
、

４６

尾
道
千
光
寺
を
め
ざ
し
出
発
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
バ
ス
が
予
定
よ
り
早
く
千
光

寺
に
着
い
た
た
め
、急
き
ょ
予
定
を
変
更
し

海
を
渡
り
瀬
戸
田
の
西
日
光
耕
三
寺
に
参

拝
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。事
故
は
、そ

の
帰
り
の
船
で
の
出
来
ご
と
で
し
た
。

　

遭
難
の
連
絡
を
受
け
た
町
役
場
で
は
、

た
だ
ち
に
町
職
員
と
消
防
団
員
を
現
地
に

派
遣
、そ
の
日
の
夜
に
は
安
否
を
気
遣
う
家

ま
ち
の

出
来
ご
と

Topics
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族
を
乗
せ
た
バ
ス
を
急
行
さ
せ
ま
し
た
。し

か
し
、必
死
の
救
助
、捜
索
に
も
か
か
わ
ら

ず
町
内
の
死
者
・
行
方
不
明
者
は
、　

名
に

１０

の
ぼ
る
と
い
う
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
調
査
で
事
故
の
原
因
は
、定
員

　

名
に
対
し
２
０
０
名
以
上
の
旅
客
を
乗

７７せ
た
定
員
オ
ー
バ
ー
と
見
習
甲
板
員
に
よ

る
操
船
ミ
ス
と
判
明
し
ま
し
た
。

　

早
島
の
繁
栄
を
支
え
た
イ
草
・
イ
製
品

産
業
の
歴
史
に
は
、こ
う
し
た
悲
し
い
出
来

ご
と
も
あ
り
ま
し
た
。こ
の
悲
惨
な
事
故
に

よ
り
早
島
の
イ
業
界
は
大
き
な
打
撃
を
こ
う

む
り
ま
し
た
が
、人
々
は
こ
の
悲
し
み
を
乗

り
越
え
、昭
和　

年
代
後
半
、早
島
の
イ
業

３０

界
は
、そ
の
黄
金
時
代
を
築
い
た
の
で
し
た
。

 
２
号
線
バ
イ
パ
ス
工
事
ス
ト
ッ
プ

　

国
道
２
号
バ
イ
パ
ス
用
地
の
買
収
に
際

し
、早
島
な
ど
よ
り
１
年
遅
れ
て
買
収
し

た
倉
敷
の
買
収
単
価
が
３
倍
近
く
も
高
か

っ
た
こ
と
が
分
か
り
、土
地
買
収
に
応
じ
た

人
々
の
不
満
が
高
ま
り
ま
し
た
。そ
こ
で
地

権
者
た
ち
は
バ
ス
を
連
ね
て
広
島
の
建
設

省
中
国
地
方
建
設
局
へ
抗
議
に
赴
き
ま
し

た
が
埒
が
明
か
ず
、今
度
は
、地
権
者
の
代

表
と
町
長
が
上
京
し
建
設
大
臣
と
直
談
判

に
及
び
ま
し
た
。し
か
し
、そ
こ
で
も
解
決

し
な
か
っ
た
た
め
、早
島
、妹
尾
、福
田
の
３

首
長
、議
長
、地
主
代
表
ら
は
昭
和　

年
５

４３

月
、建
設
省
が
買
収
価
格
の
不
均
衡
を
是

正
し
な
い
限
り
、工
事
に
着
工
し
な
い
よ
う

強
く
申
し
入
れ
、す
で
に
一
部
で
始
ま
っ
て

い
た
建
設
工
事
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
た
。

　

ス
ト
ッ
プ
し
た
バ
イ
パ
ス
工
事
は
、県

や
地
元
選
出
の
代
議
士
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま

に
あ
っ
せ
ん
し
た
結
果
、１
年
余
り
か
か

り
よ
う
や
く
解
決
。そ
の
解
決
策
と
は
買

収
価
格
の
上
乗
せ
に
代
わ
る
方
法
と
し
て

県
が
提
案
し
た
宅
地
造
成
案
で
し
た
。

　

そ
れ
は
①
県
開
発
公
社
が
３
町
村
の
町

村
有
地
の
山
林
で
宅
地
開
発
事
業
を
行
う
。

②
建
設
省
は
宅
地
開
発
で
出
る
土
砂
を
バ

イ
パ
ス
の
埋
め
立
て
用
に
購
入
す
る
。③
こ

れ
に
よ
っ
て
安
く
で
き
た
造
成
地
を
公
社

は
町
村
に
払
い
下
げ
、町
村
は
こ
れ
を
地

権
者
に
分
譲
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。そ

の
時
、開
発
さ
れ
た
の
が
日
笠
山
団
地
で
す
。

 
コ 
ミ 
ュ 
ニ 
テ 
ィ 
の 
町
早
島

　

昭
和　

年
代
後
半
の
宅
地
開
発
に
よ
り

４０

人
口
が
増
加
す
る
と
、住
民
相
互
の
交
流

を
図
ろ
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
公
民
館
事
業
が

行
わ
れ
、本
町
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
町
と
し
て

高
い
評
価
を
得
、昭
和　

年
に
は「
優
良
公

５０

民
館
」と
し
て
文
部
大
臣
表
彰
を
受
賞
。中

央
公
民
館
は
活
動
の
拠
点
施
設
と
し
て
多

く
の
町
民
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
に
は「
町
を
美
し
く
す
る
運

５７

動
」が
提
唱
さ
れ
、行
政
と
町
民
と
の
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
が
試
み
ら
れ
ま
し
た
。

町を美しくする運動  県道花壇植え替え（昭和５７年） 造成中の日笠山（昭和４４年）
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120周年記念日

HAPPY  BIRTHDAY  HAYASHIMA

早島町町制施行
来たる2月26日㈮は

ともに豊かさと幸せを実感でき、住み続けたいまちをつくっていきましょう

　早島町では、平成28年度に記念事業の開催を予定しています。 まずは2月26日の町制施行日に
懸垂幕の掲揚式を行い、同時に提案（アイデア）型実行委員の募集、フェイスブックを開設します。

早島町町制施行120周年記念事業

　  まちづくり企画課 （℡０８６・４８２・０６１２）問

　早島町では、平成28年度に町制施行120周年記念事業を開催します。
　そのスタートとして、120年を迎える町制施行日に、懸垂幕の掲揚式を
執り行います。ぜひご参加ください。町制施行日は、早島町の誕生日ともい
えます。ぜひ一緒に早島町の誕生日を祝いましょう。

日時　2月26日（金）10時～
場所　町役場庁舎玄関前

　120周年記念事業は、町民の皆さんとともにつくり上げます。現在、
記念事業の骨子を作成し、今後、実施に向かって本格的に始動するとこ
ろですが、記念事業のアイデアがあり、実行委員として活動したい人を募
集します。「一緒に早島町の120周年記念を盛り上げたい！」そんな皆さ
んのご応募をお待ちしています。
■ご応募は専用URLまたはハガキから。
ハガキ記入事項／氏名（フリガナ）、住所、電話番号、提案内容（できるだ
け具体的にご記入ください）
応募締め切り ▶ 2月19日（金）必着
＊提案は、計画の参考にさせていただきます。ご提案いただいた内容が変更となったり、実施そのも
のが叶わない場合もあります。あらかじめご了承ください。  
＊公募による実行委員の定員は数名程度です。応募者全員に３月上旬までに
　ご連絡します。

　早島町町制施行120周年記
念事業のお知らせを発信する
フェイスブックのページができ
ました！
　フェイスブックユーザーの
方、ぜひ貴方のお友だちにして
ください。
　そして、2月26日㈮の町制
施行日には、町の誕生日お祝い
メッセージを寄せていただけ
れば幸いです。

懸垂幕掲揚式 Facebook

提案（アイデア）型実行委員募集！

先着120名にささやかな記念品を
用意してお待ちしています。

目指せ！
友だち

12,000人！

フェイスブック
URLはこちら

www. facebook. com/
hayashima120http://s-kantan.com/town-hayashima-okayama-u/offer/

offerList_detail.action?tempSeq=5944

申し込みフォームURL
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